
JP 2018-135366 A 2018.8.30

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＡＬＳ阻害薬系除草剤耐性テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物におけ
る望ましくない植生を防除する方法の提供。
【解決手段】コードされたＡＬＳ酵素における５６９位のトリプトファンがロイシン等の
別のアミノ酸によって置換されているＡＬＳ遺伝子の突然変異及びコードされたＡＬＳ酵
素における１８８位のプロリンがセリン等の別のアミノ酸によって置換されているＡＬＳ
遺伝子の突然変異を含むサトウダイコン等のテンサイ（Ｂ．ｖｕｌｇａｒｉｓ）成長区域
に、ホラムスルフロン、チエンカルバゾン－メチル、ビスピリバック－Ｎａ、メトスラム
等のＡＬＳ阻害薬系除草剤を使用する、望ましくない植生を防除する方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物が５６９位にトリプトファンと異なるア
ミノ酸および１８８位にプロリンと異なるアミノ酸を含むＡＬＳポリペプチドをコードす
るＡＬＳ遺伝子に突然変異を含む、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）成長区域に
おける望ましくない植生を防除するための１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤の使用。
【請求項２】
　前記ＡＬＳ阻害薬系除草剤が、
　　　アミドスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２０９２３－３７－７］（＝Ａ１－１）；
　　　アジムスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２０１６２－５５－２］（＝Ａ１－２）；
　　　ベンスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　８３０５５－９９－６］（＝Ａ１－３）
；
　　　クロリムロン－エチル［ＣＡＳ　ＲＮ　９０９８２－３２－４］（＝Ａ１－４）；
　　　クロルスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　６４９０２－７２－３］（＝Ａ１－５）；
　　　シノスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　９４５９３－９１－６］（＝Ａ１－６）；
　　　シクロスルファムロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１３６８４９－１５－５］（＝Ａ１－７）
；
　　　エタメツルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　９７７８０－０６－８］（＝Ａ１－８
）；
　　　エトキシスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２６８０１－５８－９］（＝Ａ１－９）；
　　　フラザスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１０４０４０－７８－０］（＝Ａ１－１０）；
　　　フルセトスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　４１２９２８－７５－７］（＝Ａ１－１１）
；
　　　フルピルスルフロン－メチル－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４７４０－５４－
５］（＝Ａ１－１２）；
　　　ホラムスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１７３１５９－５７－４］（＝Ａ１－１３）；
　　　ハロスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１００７８４－２０－１］（＝Ａ１－１
４）；
　　　イマゾスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２２５４８－３３－８］（＝Ａ１－１５）；
　　　ヨードスルフロン－メチル－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４５５０－３６－７
］（＝Ａ１－１６）；
　　　メソスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　２０８４６５－２１－８］（＝Ａ１－１
７）；
　　　メトスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　７４２２３－６４－６］（＝Ａ１－１８
）；
　　　モノスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１５５８６０－６３－２］（＝Ａ１－１９）；
　　　ニコスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１１１９９１－０９－４］（＝Ａ１－２０）；
　　　オルトスルファムロン［ＣＡＳ　ＲＮ　２１３４６４－７７－８］（＝Ａ１－２１
）；
　　　オキサスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４６５１－０６－９］（＝Ａ１－２２）；
　　　プリミスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　８６２０９－５１－０］（＝Ａ１－２
３）；
　　　プロスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　９４１２５－３４－５］（＝Ａ１－２４）；
　　　ピラゾスルフロン－エチル［ＣＡＳ　ＲＮ　９３６９７－７４－６］（＝Ａ１－２
５）；
　　　リムスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２２９３１－４８－０］（＝Ａ１－２６）；
　　　スルホメツロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　７４２２２－９７－２］（＝Ａ１－２７
）；
　　　スルホスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１４１７７６－３２－１］（＝Ａ１－２８）；
　　　チフェンスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　７９２７７－２７－３］（＝Ａ１－
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２９）；
　　　トリアスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　８２０９７－５０－５］（＝Ａ１－３０）；
　　　トリベヌロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１０１２００－４８－０］（＝Ａ１－３１
）；
　　　トリフロキシスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１４５０９９－２１－４］（ナトリウム
）（＝Ａ１－３２）；
　　　トリフルスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１２６５３５－１５－７］（＝Ａ１
－３３）；
　　　トリトスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１４２４６９－１４－５］（＝Ａ１－３４）；
　　　ＮＣ－３３０［ＣＡＳ　ＲＮ　１０４７７０－２９－８］（＝Ａ１－３５）；
　　　ＮＣ－６２０［ＣＡＳ　ＲＮ　８６８６８０－８４－６］（＝Ａ１－３６）；
　　　ＴＨ－５４７［ＣＡＳ　ＲＮ　５７０４１５－８８－２］（＝Ａ１－３７）；
　　　モノスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１７５０７６－９０－１］（＝Ａ１－３
８）；
　　　２－ヨード－Ｎ－［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジニル）カ
ルバモイル］ベンゼン－スルホンアミド（＝Ａ１－３９）；
　　　下記一般式（Ｉ）の化合物：
【化１】

　［式中、Ｍ＋は、化合物（Ｉ）の個々の塩、すなわちそれのリチウム塩（＝Ａ１－４０
）；それのナトリウム塩（＝Ａ１－４１）；それのカリウム塩（＝Ａ１－４２）；それの
マグネシウム塩（＝Ａ１－４３）；それのカルシウム（＝Ａ１－４４）；それのアンモニ
ウム塩（＝Ａ１－４５）；それのメチルアンモニウム塩（＝Ａ１－４６）；それのジメチ
ルアンモニウム塩（＝Ａ１－４７）；それのテトラメチルアンモニウム塩（＝Ａ１－４８
）；それのエチルアンモニウム塩（＝Ａ１－４９）；それのジエチルアンモニウム塩（＝
Ａ１－５０）；それのテトラエチルアンモニウム塩（＝Ａ１－５１）；それのプロピルア
ンモニウム塩（＝Ａ１－５２）；それのテトラプロピルアンモニウム塩（＝Ａ１－５３）
；それのイソプロピルアンモニウム塩（＝Ａ１－５４）；それのジイソプロピルアンモニ
ウム塩（＝Ａ１－５５）；それのブチルアンモニウム塩（＝Ａ１－５６）；それのテトラ
ブチルアンモニウム塩（＝Ａ１－５７）；それの（２－ヒドロキシエタ－１－イル）アン
モニウム塩（＝Ａ１－５８）；それのビス－Ｎ，Ｎ－（２－ヒドロキシエタ－１－イル）
アンモニウム塩（＝Ａ１－５９）；それのトリス－Ｎ，Ｎ，Ｎ－（２－ヒドロキシエタ－
１－イル）アンモニウム塩（＝Ａ１－６０）；それの１－フェニルエチルアンモニウム塩
（＝Ａ１－６１）；それの２－フェニルエチルアンモニウム塩（＝Ａ１－６２）；それの
トリメチルスルホニウム塩（＝Ａ１－６３）；それのトリメチルオキソニウム塩（＝Ａ１
－６４）；それのピリジニウム塩（＝Ａ１－６５）；それの２－メチルピリジニウム塩（
＝Ａ１－６６）；それの４－メチルピリジニウム塩（＝Ａ１－６７）；それの２，４－ジ
メチルピリジニウム塩（＝Ａ１－６８）；それの２，６－ジメチルピリジニウム塩（＝Ａ
１－６９）；それのピペリジニウム塩（＝Ａ１－７０）；それのイミダゾリウム塩（＝Ａ
１－７１）；それのモルホリニウム塩（＝Ａ１－７２）；それの１，５－ジアザビシクロ
［４．３．０］ノナ－７－エンイウム塩（＝Ａ１－７３）；それの１，８－ジアザビシク
ロ［５．４．０］ウンデカ－７－エンイウム塩（＝Ａ１－７４）を示す。］；
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　　　または下記式（ＩＩ）の化合物もしくはそれの塩：
【化２】

　（Ｒ２、およびＲ３は下記の表で定義の意味を有する。

【表１】

　　　または下記式（ＩＩＩ）（＝Ａ１－８７）の化合物、すなわち化合物（Ａ１－８３
）のナトリウム塩：

【化３】

　　　または下記式（ＩＶ）（＝Ａ１－８８）の化合物、すなわちの化合物（Ａ１－８２
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）ナトリウム塩
【化４】

　　からなるスルホニル尿素類の下位群（Ａ１）；
　　　フルカルバゾン－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１８１２７４－１７－９］（＝Ａ２
－１）；
　　　プロポキシカルバゾン－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１８１２７４－１５－７］（
＝Ａ２－２）；
　　　チエンカルバゾン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　３１７８１５－８３－１］（＝Ａ２－
３）；
　　からなるスルホニルアミノカルボニルトリアゾリノン類の下位群（下位群（（Ａ２）
）；
　　　クロランスラム－メチル［１４７１５０－３５－４］（＝Ａ３－１）；
　　　ジクロスラム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４５７０１－２１－９］（＝Ａ３－２）；
　　　フロラスラム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４５７０１－２３－１］（＝Ａ３－３）；
　　　フルメツラム［ＣＡＳ　ＲＮ　９８９６７－４０－９］（＝Ａ３－４）；
　　　メトスラム［ＣＡＳ　ＲＮ　１３９５２８－８５－１］（＝Ａ３－５）；
　　　ペノキススラム［ＣＡＳ　ＲＮ　２１９７１４－９６－２］（＝Ａ３－６）；
　　　ピロクススラム［ＣＡＳ　ＲＮ　４２２５５６－０８－９］（＝Ａ３－７）；
　　からなるトリアゾロピリミジン類の下位群（下位群（Ａ２））；
　　　一般式（Ｉ）によって記載される群からの化合物もしくはそれの塩：

【化５】

　［式中、
　Ｒ１はハロゲン、好ましくはフッ素または塩素であり、
　Ｒ２は水素であり、Ｒ３はヒドロキシルであり、または
　Ｒ２およびＲ３がそれらが結合している炭素原子とともに、カルボニル基Ｃ＝Ｏであり
、
　Ｒ４は水素またはメチルである。］；
　　　より特別には、下記の化学構造（Ａ４－１）から（Ａ４－８）の化合物：
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　　からなるスルホアニリド類の下位群（下位群（Ａ４））；
　からなる（スルホン）アミドの群（群（Ａ））；
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　　　イマザメタベンズメチル［ＣＡＳ　ＲＮ　８１４０５－８５－８］（＝Ｂ１－１）
；
　　　イマザモックス［ＣＡＳ　ＲＮ　１１４３１１－３２－９］（＝Ｂ１－２）；
　　　イマザピック［ＣＡＳ　ＲＮ　１０４０９８－４８－８］（＝Ｂ１－３）；
　　　イマザピル［ＣＡＳ　ＲＮ　８１３３４－３４－１］（＝Ｂ１－４）；
　　　イマザキン［ＣＡＳ　ＲＮ　８１３３５－３７－７］（＝Ｂ１－５）；
　　　イマゼタピル［ＣＡＳ　ＲＮ　８１３３５－７７－５］（＝Ｂ１－６）；
　　　ＳＹＰ－２９８［ＣＡＳ　ＲＮ　５５７０６４－７７－４］（＝Ｂ１－７）；
　　　ＳＹＰ－３００［ＣＡＳ　ＲＮ　３７４７１８－１０－２］（＝Ｂ１－８）
　からなるイミダゾリノン類の群（群（Ｂ１））；
　　　ビスピリバック－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１２５４０１－９２－５］（＝Ｃ１
－１）；
　　　ピリベンゾキシム［ＣＡＳ　ＲＮ　１６８０８８－６１－７］（＝Ｃ１－２）；
　　　ピリミノバック－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１３６１９１－６４－５］（＝Ｃ１－３
）；
　　　ピリバムベンズ（ｐｙｒｉｂａｍｂｅｎｚ）－イソプロピル［ＣＡＳ　ＲＮ　４２
０１３８－４１－６］（＝Ｃ１－４）；
　　　ピリバムベンズ（ｐｙｒｉｂａｍｂｅｎｚ）－プロピル［ＣＡＳ　ＲＮ　４２０１
３８－４０－５］（＝Ｃ１－５）；
　　からなるピリミジニルオキシ安息香酸類の下位群（下位群（Ｃ１））
　　　ピリフタリド［ＣＡＳ　ＲＮ　１３５１８６－７８－６］（＝Ｃ２－１）；
　　　ピリチオバック－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１２３３４３－１６－８］（＝Ｃ２
－２）
　　からなるピリミジニルチオ安息香酸類の下位群（下位群（Ｃ２））；
　からなるピリミジニル（チオ）ベンゾエート（群（Ｃ））
に属する、請求項１に記載の１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤の使用。
【請求項３】
　前記ＡＬＳ阻害薬系除草剤が、
　アミドスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２０９２３－３７－７］（＝Ａ１－１）；
　クロリムロン－エチル［ＣＡＳ　ＲＮ　９０９８２－３２－４］（＝Ａ１－４）；
　エタメツルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　９７７８０－０６－８］（＝Ａ１－８）；
　エトキシスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２６８０１－５８－９］（＝Ａ１－９）；
　フルピルスルフロン－メチル－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４７４０－５４－５］
（＝Ａ１－１２）；
　ホラムスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１７３１５９－５７－４］（＝Ａ１－１３）；
　ヨードスルフロン－メチル－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４５５０－３６－７］（
＝Ａ１－１６）；
　メソスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　２０８４６５－２１－８］（＝Ａ１－１７）
；
　メトスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　７４２２３－６４－６］（＝Ａ１－１８）；
　モノスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１５５８６０－６３－２］（＝Ａ１－１９）；
　ニコスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１１１９９１－０９－４］（＝Ａ１－２０）；
　スルホスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１４１７７６－３２－１］（＝Ａ１－２８）；
　チフェンスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　７９２７７－２７－３］（＝Ａ１－２９
）；
　トリベヌロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１０１２００－４８－０］（＝Ａ１－３１）；
　２－ヨード－Ｎ－［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジニル）カルバ
モイル］ベンゼン－スルホンアミド（＝Ａ１－３９）；
　２－ヨード－Ｎ－［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジニル）カルバ
モイル］ベンゼン－スルホンアミドナトリウム塩（＝Ａ１－４１）；



(9) JP 2018-135366 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

　（Ａ１－８３）もしくはそれのナトリウム塩（＝Ａ１－８７）；
　プロポキシカルバゾン－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１８１２７４－１５－７］（＝Ａ
２－２）；
　チエンカルバゾン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　３１７８１５－８３－１］（＝Ａ２－３）
；
　フロラスラム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４５７０１－２３－１］（＝Ａ３－３）；
　メトスラム［ＣＡＳ　ＲＮ　１３９５２８－８５－１］（＝Ａ３－５）；
　ピロクススラム［ＣＡＳ　ＲＮ　４２２５５６－０８－９］（＝Ａ３－７）；
　（Ａ４－１）；
　（Ａ４－２）；
　（Ａ４－３）；
　イマザモックス［ＣＡＳ　ＲＮ　１１４３１１－３２－９］（＝Ｂ１－２）；および
　ビスピリバック－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１２５４０１－９２－５］（＝Ｃ１－１
）
からなる群に属する請求項１または２に記載の１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤の使用。
【請求項４】
　前記ＡＬＳ阻害薬系除草剤が
　アミドスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２０９２３－３７－７］（＝Ａ１－１）；
　ホラムスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１７３１５９－５７－４］（＝Ａ１－１３）；
　ヨードスルフロン－メチル－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４５５０－３６－７］（
＝Ａ１－１６）；
　２－ヨード－Ｎ－［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジニル）カルバ
モイル］ベンゼン－スルホンアミド（＝Ａ１－３９）；
　２－ヨード－Ｎ－［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジニル）カルバ
モイル］ベンゼン－スルホンアミドナトリウム塩Ａ１－４１；
　Ａ１－８３もしくはそれのナトリウム塩（＝Ａ１－８７）；
　チエンカルバゾン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　３１７８１５－８３－１］（＝Ａ２－３）
；
　イマザモックス［ＣＡＳ　ＲＮ　１１４３１１－３２－９］（＝Ｂ１－２）；
　ビスピリバック－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１２５４０１－９２－５］（＝Ｃ１－１
）
からなる群に属する請求項１または２に記載の１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤の使用。
【請求項５】
　前記ＡＬＳタンパク質の５６９位のアミノ酸がロイシンである請求項１から４のいずれ
か１項に記載の１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤の使用。
【請求項６】
　非ＡＬＳ阻害薬系除草剤（すなわち、ＡＬＳ酵素［アセトヒドロキシ酸合成酵素；ＥＣ
２．２．１．６］の阻害と異なる作用機序を示す除草剤、群Ｄ除草剤）と組み合わせた請
求項１から５のいずれか１項に記載の１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤の使用であって、前
記非ＡＬＳ阻害薬系除草剤が、クロリダゾン、クレトジム、クロジナホップ、クロジナホ
ップ－プロパルギル、クロピラリド、シクロキシジム、デスメジファム、ジメテナミド、
ジメテナミド－Ｐ、エトフメセート、フェノキサプロップ、フェノキサプロップ－Ｐ、フ
ェノキサプロップ－エチル、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル、フルアジホップ、フルア
ジホップ－Ｐ、フルアジホップ－ブチル、フルアジホップ－Ｐ－ブチル、グルホシネート
、グルホシネート－アンモニウム、グルホシネート－Ｐ、グルホシネート－Ｐ－アンモニ
ウム、グルホシネート－Ｐ－ナトリウム、グリホセート、グリホセート－イソプロピルア
ンモニウム、ハロキシホップ、ハロキシホップ－Ｐ、ハロキシホップ－エトキシエチル、
ハロキシホップ－Ｐ－エトキシエチル、ハロキシホップ－メチル、ハロキシホップ－Ｐ－
メチル、レナシル、メタミトロン（ｍｅｔａｍｉｔｒｏ）、フェンメジファム、フェンメ
ジファム－エチル、プロパキザホップ、キンメラック、キザロホップ、キザロホップ－エ



(10) JP 2018-135366 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

チル、キザロホップ－Ｐ、キザロホップ－Ｐ－エチル、キザロホップ－Ｐ－テフリル、セ
トキシジムからなる群から選択される使用。
【請求項７】
　前記非ＡＬＳ阻害薬系除草剤が、デスメジファム、エトフメセート、グルホシネート、
グルホシネート－アンモニウム、グルホシネート－Ｐ、グルホシネート－Ｐ－アンモニウ
ム、グルホシネート－Ｐ－ナトリウム、グリホセート、グリホセート－イソプロピルアン
モニウム、レナシル、メタミトロン、フェンメジファム、フェンメジファム－エチルから
なる群から選択される、請求項６に記載の１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤の使用。
【請求項８】
　前記テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物がＮＣＩＭＢ４２０５０という名称
の寄託物に相当する請求項１から７のいずれか１項に記載の使用。
【請求項９】
　（ａ）５６９位にトリプトファンと異なるアミノ酸および１８８位にプロリンと異なる
アミノ酸を含むＡＬＳタンパク質をコードする内在性ＡＬＳ遺伝子に突然変異を有するテ
ンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物の存在、
　（ｂ）１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤の単独またはＡＬＳ阻害薬系除草剤の分類に属さ
ない１以上の除草剤（非ＡＬＳ阻害薬系除草剤）との組み合わせでの施用、および
　（ｃ）（ｂ）下で定義の個々の除草剤の施用を、
　　（ｉ）一緒にまたは同時に行うか、
　　（ｉｉ）異なる時点でおよび／または複数回に分けて（順次施用）、発芽前施用とそ
れに続く発芽後施用で、または早期発芽後施用とそれに続く中期もしくは後期発芽後施用
で行うこと
を特徴とする、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物成長区域での望ましくない
植生の防除方法。
【請求項１０】
　前期ＡＬＳ阻害薬系除草剤が請求項２で定義の群から得られるものである、望ましくな
い植生を防除するための請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前期ＡＬＳ阻害薬系除草剤が請求項３で定義の群から得られるものである、請求項９ま
たは１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前期非ＡＬＳ阻害薬系除草剤が、クロリダゾン、クレトジム、クロジナホップ、クロジ
ナホップ－プロパルギル、クロピラリド、シクロキシジム、デスメジファム、ジメテナミ
ド、ジメテナミド－Ｐ、エトフメセート、フェノキサプロップ、フェノキサプロップ－Ｐ
、フェノキサプロップ－エチル、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル、フルアジホップ、フ
ルアジホップ－Ｐ、フルアジホップ－ブチル、フルアジホップ－Ｐ－ブチル、グルホシネ
ート、グルホシネート－アンモニウム、グルホシネート－Ｐ、グルホシネート－Ｐ－アン
モニウム、グルホシネート－Ｐ－ナトリウム、グリホセート、グリホセート－イソプロピ
ルアンモニウム、ハロキシホップ、ハロキシホップ－Ｐ、ハロキシホップ－エトキシエチ
ル、ハロキシホップ－Ｐ－エトキシエチル、ハロキシホップ－メチル、ハロキシホップ－
Ｐ－メチル、レナシル、メタミトロン（ｍｅｔａｍｉｔｒｏ）、フェンメジファム、フェ
ンメジファム－エチル、プロパキザホップ、キンメラック、キザロホップ、キザロホップ
－エチル、キザロホップ－Ｐ、キザロホップ－Ｐ－エチル、キザロホップ－Ｐ－テフリル
、セトキシジムからなる群から得られるものである請求項９から１１のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物がＮＣＩＭＢ４２０５０という名称
の受託物に相当する、請求項９から１２のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、内在性ＡＬＳ遺伝子に突然変異を有することで、５６９位に天然トリプトフ
ァン（すなわち、野生型ＡＬＳタンパク質のトリプトファン）とは異なるアミノ酸を有し
、１８８位に天然プロリン（すなわち、野生型ＡＬＳタンパク質のプロリン）とは異なる
アミノ酸を有するＡＬＳポリペプチドをコードすることにより、ＡＬＳ阻害薬系除草剤に
対して耐性であるテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、好ましくはサトウダイ
コンを栽培している区画における望ましくない植生に対して、ＡＬＳ（アセト乳酸合成酵
素；ＡＨＡＳ（アセトヒドロキシ酸合成酵素；ＥＣ２．２．１．６；以前はＥＣ４．１．
３．１８）としても知られる）阻害薬系除草剤を用いることによる作物保護の技術分野に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従って、本発明の文脈で使用される突然変異サトウダイコン植物は、コードされたＡＬ
Ｓ酵素における５６９位（シロイヌナズナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ
）ＡＬＳ酵素における５７４位に相当）のトリプトファンが別のアミノ酸によって（好ま
しくはロイシンによって）置換されているＡＬＳ遺伝子における突然変異、およびコード
されたＡＬＳ酵素における１８８位（シロイヌナズナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａ
ｌｉａｎａ）ＡＬＳ酵素における１９７位に相当）のプロリンが別のアミノ酸によって（
好ましくはセリンによって）置換されたＡＬＳ遺伝子における突然変異を含む。
【０００３】
　栽培型のテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）（Ｆｏｒｄ－Ｌｌｏｙｄ（２００５
）　Ｓｏｕｒｃｅｓ　ｏｆ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ｖａｒｉａｔｉｏｎ，　Ｇｅｎｕｓ　Ｂｅ
ｔａ．　Ｉｎ：　Ｂｉａｎｃａｒｄｉ　Ｅ，　Ｃａｍｐｂｅｌｌ　ＬＧ，　Ｓｋａｒａｃ
ｉｓ　ＧＮ，　Ｄｅ　Ｂｉａｇｇｉ　Ｍ　（ｅｄｓ）　Ｇｅｎｅｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ｂｒ
ｅｅｄｉｎｇ　ｏｆ　Ｓｕｇａｒ　Ｂｅｅｔ．　Ｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ
，　Ｅｎｆｉｅｌｄ　（ＮＨ），　ＵＳＡ，　ｐｐ２５－３３で定義）は、温帯地域およ
び亜熱帯地域における重要な農作物である。例えば、世界の砂糖生産の約２０％はサトウ
ダイコンによるものである。一生のうちの最初の６から８週間におけるビート苗および幼
植物は若い作物植物を圧倒して急速に成長する雑草によって生じる強い競争の影響を受け
やすいことから、これらの作物区域において、信頼性のある雑草防除手段が必須である。
【０００４】
　４０年以上前から、除草剤は、サトウダイコン（テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉ
ｓ）亜種ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ　ａｌｔｉｓｓｉｍａ）における雑草を防除するため
の好ましい手段である。そのために使用される製品、すなわちフェンメジファム、デスメ
ジファン、エトフメセートおよびメタミトロンにより、作物に損傷を与えることなく、サ
トウダイコン畑で雑草を抑制することができる。それでも、悪い環境条件下では、特には
シロザ（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｌｂｕｍ）、アオビユ（Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ　ｒ
ｅｔｒｏｆｌｅｘｕｓ）および／またはソバカズラ（Ｆａｌｌｏｐｉａ　ｃｏｎｖｏｌｖ
ｕｌｕｓ）などの有害な雑草が長期間かけて発芽する場合、これら製品の効力には改善の
余地がある。
【０００５】
　ＡＬＳ／ＡＨＡＳ酵素は、細菌、真菌および植物に存在し、各種生物のタンパク質単離
物から得られており、それらの相当するアミノ酸／核酸配列ならびにそれらの生化学的特
徴が決定／特性決定されている（総覧については、Ｕｍｂａｒｇｅｒ，　Ｈ．Ｅ．，　Ａ
ｎｎｕ．　Ｒｅｖ．　Ｂｉｏｃｈｅｍ．　（１９７８），　４７，　５３３－６０６；　
Ｃｈｉｍａｎ，　Ｄ．Ｍ．　ｅｔ　ａｌ．，　Ｂｉｏｃｈｉｍ．　Ｂｉｏｐｈｙｓ．　Ａ
ｃｔａ　（１９９８），　１３８５，　４０１－４１９；　Ｄｕｇｇｌｅｂｙ，　Ｒ．Ｇ
．，　ａｎｄ　Ｐａｎｇ，　Ｓ．Ｓ．，　Ｊ．　Ｂｉｏｃｈｅｍ．　Ｍｏｌ．　Ｂｉｏｌ
．　（２０００），　３３，　１－３６；　Ｄｕｇｇｌｅｂｙ，　Ｒ．Ｇ．　（Ｓｔｒｕ
ｃｔｕｒｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　ｏｆ　Ａｃｅｔｏｈｙｄｒｏｘｙａｃｉｄ
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　Ｓｙｎｔｈａｓｅ　ｉｎ　Ｔｈｉａｍｉｎｅ：　Ｃａｔａｌｙｔｉｃ　Ｍｅｃｈａｎｉ
ｓｍｓ　ｉｎ　Ｎｏｒｍａｌ　ａｎｄ　Ｄｉｓｅａｓｅ　Ｓｔａｔｅｓ，　Ｖｏｌ　１１
，　Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，　２００４，　２５１－２７４
を参照する。）。
【０００６】
　各種栽培作物における望ましくない植生の防除のための（ａ）スルホニル尿素系除草剤
（Ｂｅｙｅｒ　Ｅ．Ｍ　ｅｔ　ａｌ．　（１９８８），　Ｓｕｌｆｏｎｙｌｕｒｅａｓ　
ｉｎ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅｓ：　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，　Ｄｅｇｒａｄａｔｉｏｎ，　ａ
ｎｄ　Ｍｏｄｅ　ｏｆ　Ａｃｔｉｏｎ；　Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ，　Ｎｅｗ　Ｙｏ
ｒｋ，　１９８８，　１１７－１８９）、（ｂ）スルホニルアミノカルボニルトリアゾリ
ノン系除草剤（Ｐｏｎｔｚｅｎ，　Ｒ．，　Ｐｆｌａｎｚ．－Ｎａｃｈｒｉｃｈｔｅｎ　
Ｂａｙｅｒ，　２００２，　５５，　３７－５２）、（ｃ）イミダゾリノン系除草剤（Ｓ
ｈａｎｅｒ，　Ｄ．Ｌ．，　ｅｔ　ａｌ．，　Ｐｌａｎｔ　Ｐｈｙｓｉｏｌ．，　１９８
４，　７６，　５４５－５４６；　Ｓｈａｎｅｒ，　Ｄ．Ｌ．，　ａｎｄ　Ｏ’Ｃｏｎｎ
ｏｒ，　Ｓ．Ｌ．　（Ｅｄｓ．）　Ｔｈｅ　Ｉｍｉｄａｚｏｌｉｎｏｎｅ　Ｈｅｒｂｉｃ
ｉｄｅｓ，　ＣＲＣ　Ｐｒｅｓｓ，　Ｂｏｃａ　Ｒａｔｏ，　ＦＬ，　１９９１）、（ｄ
）トリアゾロピリミジン系除草剤（Ｋｌｅｓｃｈｉｃｋ，　Ｗ．Ａ．　ｅｔ　ａｌ．，　
Ａｇｒｉｃ．　Ｆｏｏｄ　Ｃｈｅｍ．，　１９９２，　４０，　１０８３－１０８５）、
および（ｅ）ピリミジニル（チオ）ベンゾエート系除草剤（Ｓｈｉｍｉｚｕ，　Ｔ．Ｊ．
，　Ｐｅｓｔｉｃ．　Ｓｃｉ．，１９９７，　２２，　２４５－２５６；　Ｓｈｉｍｉｚ
ｕ，　Ｔ．　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｃｅｔｏｌａｃｔａｔｅ　Ｓｙｎｔｅｈａｓｅ　Ｉｎｈ
ｉｂｉｔｏｒｓ　ｉｎ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｌａｓｓｅｓ　ｉｎ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍ
ｅｎｔ，　Ｂｏｅｇｅｒ，　Ｐ．，　Ｗａｋａｂａｙａｓｈｉ．　Ｋ．，　Ｈｉｒａｉ，
　Ｋ．，　（Ｅｄｓ．），　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ，　Ｂｅｒｌｉｎ，　２０
０２，　１－４１）のようなＡＬＳ阻害剤の分類に属する除草剤化合物の使用が、農業に
おいては知られている。
【０００７】
　非常に多様なＡＬＳ／ＡＨＡＳ阻害薬系除草剤によって、農業者は、成長段階からは独
立に広範囲の雑草種を防除することができるようになるが、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌ
ｇａｒｉｓ）、特には従来のサトウダイコン植物／商業的なサトウダイコン品種は、これ
らＡＬＳ阻害薬系除草剤に非常に感受性が高いか、それによって大きく影響を受けること
から、これらの非常に効率的な除草剤は、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、好
ましくはサトウダイコンで用いることができない。そうではあっても、これらのＡＬＳ阻
害薬系除草剤は、広葉雑草種およびイネ科雑草種に対して優れた除草活性を示す。ＡＬＳ
阻害剤に基づく第１の除草剤は、すでに３０年前に農業での使用のために開発されたもの
である。今日、この種類の有効成分は強い雑草防除を示し、トウモロコシおよび穀類、な
らびにテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、好ましくはサトウダイコンを除く双子
葉作物で広く使用されている。
【０００８】
　現時点では、発芽後施用でサトウダイコンにおいて用いることができるスルホニル尿素
系除草剤に基づく市販品は１種類のみ、すなわちＤｅｂｕｔ（登録商標）（成分（Ａ）５
０％トリフルスルフロン－メチル＋成分（Ｂ）特定の製剤化合物、すなわち特定の補助剤
）のみであるが、これは処理される雑草の極早期の葉齢期における施用を必要とし、サト
ウダイコン栽植で成長する重大な雑草の処理において大きなギャップも示す。このスルホ
ニル尿素は、サトウダイコン植物によって耐容されずに、そこで分解される。
【０００９】
　ＡＬＳ阻害薬系除草剤処理に耐えるテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、好まし
くはサトウダイコン植物を得るための別のより信頼性があり、より柔軟性のある方法は、
農業的に有用／必要な量のＡＬＳ阻害薬系除草剤に十分に耐容して、テンサイ（Ｂｅｔａ
　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、好ましくはサトウダイコン栽植における重大な望ましくない植生
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を防除する突然変異体を発生させるものである。
【００１０】
　ＡＬＳ阻害薬系除草剤が農業において導入されて以来、天然雑草などの感受性の植物種
は、この種類の除草剤に対する自発的耐性を発達させる場合があることが認められた。Ａ
ＬＳ遺伝子の特異的部位での単一の塩基対置換は通常、ＡＬＳ阻害薬系除草剤による異な
るレベルの阻害を示す、いくらか抵抗性のＡＬＳ酵素形態を生じる。
【００１１】
　従って、突然変異体ＡＬＳ対立遺伝子を与える植物は、ＡＬＳ阻害薬系除草剤の化学構
造およびＡＬＳ遺伝子における点変異の部位ならびにそれによってコードされるＡＬＳタ
ンパク質に応じて、ＡＬＳ阻害薬系除草剤に対して異なるレベルの耐性を示す。
【００１２】
　上記のＡＬＳ阻害剤除草剤類／群下で定義の１以上の化学物質に対する耐性を与えるＡ
ＬＳのいくつかの突然変異体（雑草においては天然であるが、突然変異手法またはトラン
スジェニック手法によって作物において人工的にも誘発された）が、酵素の各種部分で知
られている（すなわち、ＡＬＳｈのα－、β－、およびγ－ドメインにおいて知られてお
り、植物などの各種生命で確認されている（米国特許第５，３７８，８２４号；Ｄｕｇｇ
ｌｅｂｙ，　Ｒ．Ｇ．　ｅｔ　ａｌ．，　（２００８），　Ｐｌａｎｔ　Ｐｈｙｓｉｏｌ
．　ａｎｄ　Ｂｉｏｃｈｅｍ．，　ｐｐ　３０９－３２４；　Ｓｉｙｕａｎ，　Ｔ．　ｅ
ｔ　ａｌ．　（２００５），　Ｐｅｓｔ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｃｉ．，　６１，　
ｐｐ　２４６－２５７；Ｊｕｎｇ，　Ｓ．　（２００４）　Ｂｉｏｃｈｅｍ　Ｊ．，　ｐ
ｐ　５３－６１；Ｋｏｌｋｍａｎ，　Ｊ．Ｍ．　（２００４），　Ｔｈｅｏｒ．　Ａｐｐ
ｌ．　Ｇｅｎｅｔ．，　１０９，　ｐｐ　１１４７－１１５９；　Ｄｕｇｇｌｅｂｙ，　
Ｒ．Ｇ．　ｅｔ　ａｌ　（２００３），　Ｅｕｒ．　Ｊ．　Ｂｉｏｃｈｅｍ．，　２７０
，　ｐｐ　２８９５－２９０４；Ｐａｎｇ，　Ｓ．Ｓ．，　ｅｔ　ａｌ．　（２００３）
，　Ｊ．　Ｂｉｏｌ．　Ｃｈｅｍ．，　ｐｐ　７６３９－７６４４）；Ｙａｄａｖ，　Ｎ
．　ｅｔ　ａｌ．，　（１９８６），　Ｐｒｏｃ．　Ｎａｔｌ．　Ａｃａｄ．　Ｓｃｉ．
，　８３，　ｐｐ　４４１８－４４２２），　Ｊａｎｄｅｒ　Ｇ．　ｅｔ　ａｌ．　（２
００３），　Ｐｌａｎｔ　Ｐｈｙｓｉｏｌ．，　１３１，　ｐｐ．　１３９－１４６）；
Ｔｒａｎｅｌ，　Ｐ．Ｊ．，　ａｎｄ　Ｗｒｉｇｈｔ，　Ｔ．Ｒ．　（２００２），　Ｗ
ｅｅｄ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，　５０，　ｐｐ　７００－７１２）；Ｃｈａｎｇ，　Ａ．Ｋ．
，　ａｎｄ　Ｄｕｇｇｌｅｂｙ，　Ｒ．Ｇ．　（１９９８），　Ｂｉｏｃｈｅｍ　Ｊ．，
　３３３，　ｐｐ．　７６５－７７７）。
【００１３】
　突然変異体ＡＬＳ対立遺伝子を与える作物植物は、ＡＬＳ阻害薬系除草剤の化学構造お
よびＡＬＳ遺伝子における点変異の部位に応じて、ＡＬＳ阻害薬系除草剤に対する異なる
レベルの耐性を示す。
【００１４】
　例えば、Ｈａｔｔｏｒｉ　ｅｔ　ａｌ．　（１９９５），　Ｍｏｌ．　Ｇｅｎ．　Ｇｅ
ｎｅｔ．　２４６：４１９－４２５には、アブラナ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ）細
胞系におけるＴｒｐ５５７コドン（全てのＡＬＳ／ＡＨＡＳ突然変異体を比較するために
文献で使用されるシロイヌナズナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ）配列の
番号付けによれば、これは「５７４」位を指す。）（サトウダイコンＡＬＳポリペプチド
配列の５６９位に等しい）での単一の突然変異が記載されている。これらの著者は、スル
ホニル尿素類、イミダゾリノン類およびトリアゾロピリミジン類のようなＡＬＳ阻害薬系
除草剤の下位分類のいくつかの構成員に対する抵抗性を認めている。
【００１５】
　ＥＰ－Ａ－０３６０７５０には、植物内部で攻撃されるＡＬＳの量を増やすことによる
、ＡＬＳ阻害薬系除草剤耐性植物の生産が記載されている。そのような植物は、クロルス
ルフロン、スルホメツロン－メチルおよびトリアスルフロンのようなある種のスルホニル
尿素類に対する耐性の上昇を示す。
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【００１６】
　ＵＳ５，１９８，５９９には、選択プロセスによって得られた、クロルスルフロン、ベ
ンスルフロン、クロリムロン、チフェンスルフロンおよびスルホメツロンに対する耐性を
示すスルホニル尿素およびイミダゾリノン耐性植物が記載されている。
【００１７】
　さらに、ＵＳ５，０１３，６５９、ＵＳ５，１４１，８７０およびＵＳ５，３７８，８
２４には、修飾酵母ＡＬＳ遺伝子をそのようなサトウダイコン植物に導入することによる
トランスジェニックサトウダイコン植物の生産について記載されている。
【００１８】
　さらに、Ｓａｕｎｄｅｒｓ　ｅｔ　ａｌ．（Ｃｒｏｐ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，　１９９２，
　３２，　１３５７－１３６０）には、ソマクローナル細胞選択を介して得られたスルホ
ニル尿素耐性サトウダイコン植物が開示されているが、これらの著者は、ＡＬＳ阻害薬系
除草剤処理に対するそのような植物の耐性レベルに関する生物データを示しておらず、こ
れら突然変異が発生した培養物から得られた遺伝的に安定な突然変異体も示していない。
【００１９】
　Ｔａｎらは、ある種のイミダゾリノン耐性作物における雑草防除に関して、Ｐｅｓｔ　
Ｍａｎａｇ．　Ｓｃｉ．　２００５，　６１，　２４６－２５７で報告している。
【００２０】
　Ｓｔｏｕｇａａｒｄら（１９９０）、Ｊ．　Ｃｅｌｌ　Ｂｉｏｃｈｅｍ．，　Ｓｕｐｐ
ｌ．　１４Ｅ，　３１０には、四倍体サトウダイコン細胞培養物におけるＡＬＳ突然変異
体の単離について記載されている。アミノ酸３７位のみで異なる二つの異なるＡＬＳ遺伝
子（ＡＬＳ　ＩおよびＡＬＳ　ＩＩ）が単離されている。突然変異体１はそれのＡＬＳ　
Ｉ遺伝子に２個の突然変異を含んでおり、突然変異体２はそれのＡＬＳ　ＩＩ遺伝子に３
個の突然変異を含んでいた。突然変異を分離して、どの突然変異がＡＬＳ阻害剤に対する
抵抗性を提供すると考えられるかを解明した後に、組換え大腸菌から合成されたＡＬＳが
、それがＴｒｐ５７４コドン（全てのＡＬＳ突然変異体を比較するために文献で使用され
るシロイヌナズナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ）配列の番号付けによる
）（ビートＡＬＳアミノ酸配列の５６９位に等しい）に点変異を含むことで、アミノ酸「
Ｔｒｐ」のアミノ酸「Ｌｅｕ」による置き換えを生じた場合に、除草剤抵抗性であること
が明らかになった。Ｓｔｏｕｇａａｒｄらは、サトウダイコンＡＬＳ遺伝子のいずれかの
５６９位での突然変異が、ＡＬＳ阻害薬系除草剤に対する農学的に許容されるレベルの耐
性を得る上で十分であることを、サトウダイコンにおいて示していない。さらに、Ｓｔｏ
ｕｇａａｒｄらは、サトウダイコンＡＬＳの５６９位でのＴｒｐ→Ｌｅｕ突然変異などの
突然変異を含むサトウダイコン植物を再生することも取り扱うこともしていない。
【００２１】
　これを知った上で、Ｓｔｏｕｇａａｒｄらは、植物形質転換で使用される異なるＡＬＳ
遺伝子を含む植物形質転換ベクターを構築した。しかしながら、今日まで、それ以上のデ
ータは、特にテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物においてこの突然変異を含む
植物および／または農業区域へのＡＬＳ阻害薬系除草剤の施用の効果に関するデータは、
それから２０年以上にわたり遺伝子操作植物または突然変異植物において、これらの著者
または他の著者によって開示されていない。
【００２２】
　さらに、イミダゾリノン類のＡＬＳ阻害薬系除草剤下位分類に対するある種の耐性を生
じる、Ａｌａ１２２コドンにおける点変異を与えるビート突然変異体が報告されているが
（ＷＯ９８／０２５２６）、それは農業的利用計画での雑草防除には不十分である。この
突然変異体を用いることによる、他のＡＬＳ阻害薬系除草剤分類に対する交差耐性は報告
されていない。さらに、Ｐｒｏ１９７コドンに第２の点変異を与えるビート植物は、スル
ホニル尿素除草剤の下位分類の構成員に属するＡＬＳ阻害薬系除草剤に対して中等度の耐
性を示した。さらに、これら二つの二重突然変異体も報告されている（ＷＯ９８／０２５
２７）。しかしながら、これらの突然変異体のいずれも、ＡＬＳ阻害薬系除草剤に対する
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除草剤耐性のレベルが農学的に利用されるこれら突然変異体においては十分に高いもので
はなかったことから、ビート品種の市場導入には用いられなかった。
【００２３】
　ＷＯ２０１２／０４９２６８には、テンサイ（Ｂ．　ｖｕｌｇａｒｉｓ）の外植片から
得られたカルスをホラムスルフロンに曝露する段階、およびこの除草剤の存在下に成長し
得るいくつかの自然突然変異体から植物を再生する段階を含む、ホラムスルフロンなどの
いくつかのＡＬＳ阻害剤に対して抵抗性のサトウダイコン植物の製造方法が開示されてい
る。当該方法によって、コードされたＡＬＳ酵素の５６９位（シロイヌナズナ（Ａｒａｂ
ｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ）ＡＬＳ酵素の５７４位に相当）のトリプトファンが
ロイシンによって置換されている、ＡＬＳ遺伝子に突然変異を有する植物が得られている
。ＷＯ２０１２／０４９２６６は、ＡＬＳ遺伝子に突然変異を有する（コードされたＡＬ
Ｓ酵素の５６９位のトリプトファン）ＡＬＳ阻害薬系除草剤耐性テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖ
ｕｌｇａｒｉｓ）植物における望ましくない植生を防除するためのＡＬＳ阻害薬系除草剤
の使用に関するものである。
【００２４】
　ＷＯ２００８／１２４４９５には、ＡＬＳ二重および三重突然変異体が開示されている
。ＷＯ２００９／０４６３３４によれば、ＡＬＳ遺伝子における特異的突然変異が提供さ
れた。しかしながら、ＷＯ２００９／０４６３３４によるそのような突然変異を含み、さ
らには各種ＡＬＳ阻害薬系除草剤分類のあらゆる種類のＡＬＳ阻害薬系除草剤に対して十
分な耐性を示す農学的に利用可能なテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）突然変異体
は、今日まで得られても報告されてもいない。
【００２５】
　これら全てのサトウダイコン突然変異体が、信頼できる耐性を示すとは限らず、および
／または多様な分類のＡＬＳ阻害薬系除草剤に対して満足な耐性を示すとも限らず、さら
にはより悪いことに、それらはあらゆる種類のＡＬＳ阻害薬系除草剤に対して農学的施用
量で十分および有用な耐性レベルを示さない。
【００２６】
　それはＡＬＳ阻害薬系除草剤として作用する公知の化合物に関するものであることから
、これらはいくつかの分類に群分けすることができる。
【００２７】
　（スルホン）アミドの群からの化合物が、望ましくない植生を防除するための除草活性
化合物としてすでに知られている。例えば、ＥＰ２３９４１４、ＵＳ４，２８８，２４４
、ＤＥ３３０３３８８、ＵＳ５，４５７，０８５、ＵＳ３，１２０，４３４、ＵＳ３，４
８０，６７１、ＥＰ２０６２５１、ＥＰ２０５２７１、ＵＳ２，５５６，６６４、ＵＳ３
，５３４，０９８、ＥＰ０５３０１１、ＵＳ４，３８５，９２７、ＥＰ３４８７３７、Ｄ
Ｅ２８２２１５５、ＵＳ３，８９４，０７８、ＧＢ８６９１６９、ＥＰ４４７００４、Ｄ
Ｅ１０３９７７９、ＨＵ１７６５８２、ＵＳ３，４４２，９４５、ＤＥ２３０５４９５、
ＤＥ２６４８００８、ＤＥ２３２８３４０、ＤＥ１０１４３８０、ＨＵ５３４８３、ＵＳ
４，８０２，９０７、ＧＢ１０４０５４１、ＵＳ２，９０３，４７８、ＵＳ３，１７７，
０６１、ＵＳ２，６９５，２２５、ＤＥ１５６７１５１、ＧＢ５７４９９５、ＤＥ１０３
１５７１、ＵＳ３，１７５，８９７、ＪＰ１０９８３３１、ＵＳ２，９１３，３２７、Ｗ
Ｏ８３／００３２９、ＪＰ８０１２７３０２、ＤＥ１３００９４７、ＤＥ２１３５７６８
、ＵＳ３，１７５，８８７、ＵＳ３，８３６，５２４、ＪＰ８５０６７４６３、ＵＳ３，
５８２，３１４、ＵＳ５，３３３，０８２１、ＥＰ１３１２５８、ＵＳ４，７４６，３５
３、ＵＳ４，４２０，３２５、ＵＳ４，３９４，５０６、ＵＳ４，１２７，４０５、ＵＳ
４，４７９，８２１、ＵＳ５，００９，６９９、ＥＰ１３６０６１、ＥＰ３２４５６９、
ＥＰ１８４３８５、ＷＯ０２／３０９２１、ＷＯ９２／１５５７６、ＷＯ９５／２９８９
９、ＵＳ４，６６８，２７７、ＥＰ３０５９３９、ＷＯ９６／４１５３７、ＷＯ９５／１
０５０７、ＥＰ００７６７７、ＣＮ０１０８０１１６、ＵＳ４，７８９，３９３、ＥＰ９
７１９０２、ＵＳ５，２０９，７７１、ＥＰ０８４０２０、ＥＰ１２０８１４、ＥＰ０８
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７７８０、ＷＯ８８／０４２９７、ＥＰ５８２８９２４、ＷＯ０２／３６５９５、ＵＳ５
，４７６，９３６、ＷＯ２００９／０５３０５８ならびに上記で言及の刊行物中で引用の
文献を参照する。
【００２８】
　イミダゾリノンの群からの化合物が、望ましくない植生を防除するための除草活性化合
物としてすでに知られている。例えば、Ｐｒｏｃ．　Ｓｏｕｔｈ．　Ｗｅｅｄ　Ｓｃｉ．
　Ｓｏｃ．　１９９２．　４５，　３４１、Ｐｒｏｃ．　Ｓｏｕｔｈ．　Ｗｅｅｄ　Ｓｃ
ｉ．　Ｓｏｃ．　Ａｎｎｕ．　Ｍｔｇ．　３６ｔｈ，　１９８３，　２９、Ｗｅｅｄ　Ｓ
ｃｉ．　Ｓｏｃ．　Ａｎｎｕ．　Ｍｔｇ．　３６ｔｈ，　１９８３，　９０－９１、Ｗｅ
ｅｄ　Ｓｃｉ．　Ｓｏｃ．　Ｍｔｇ．，　１９８４，　１８、Ｍｏｄｅｒｎ　Ａｇｒｏｃ
ｈｅｍｉｃａｌｓ，　２００４，　１４－１５を参照する。
【００２９】
　ピリミジニル（チオ）ベンゾエートの群からの化合物が、望ましくない植生を防除する
ための除草活性化合物であることがすでに知られている。例えばＵＳ４，９０６，２８５
、ＥＰ６５８５４９、ＵＳ５，１１８，３３９、ＷＯ９１／０５７８１、ＵＳ４，９３２
，９９９およびＥＰ３１５８８９を参照する。
【００３０】
　スルホンアニリドの群からの化合物が、望ましくない植生を防除するための除草活性化
合物としてすでに知られている。例えばＷＯ９３／０９０９９、ＷＯ２００６／００８１
５９、およびＷＯ２００５／０９６８１８を参照する。
【００３１】
　本開示で引用されている全ての刊行物および特許は、参照によってそれらの全体が本明
細書に組み込まれる。参照によって組み込まれたものが本明細書と矛盾したり、不一致で
あったりする場合は、本明細書がそのようなものに優先する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００３２】
【特許文献１】米国特許第５，３７８，８２４号
【特許文献２】ＥＰ－Ａ－０３６０７５０
【特許文献３】ＵＳ５，１９８，５９９
【特許文献４】ＵＳ５，０１３，６５９
【特許文献５】ＵＳ５，１４１，８７０
【特許文献６】ＵＳ５，３７８，８２４
【特許文献７】ＷＯ９８／０２５２６
【特許文献８】ＷＯ９８／０２５２７
【特許文献９】ＷＯ２０１２／０４９２６８
【特許文献１０】ＷＯ２０１２／０４９２６６
【特許文献１１】ＷＯ２００８／１２４４９５
【特許文献１２】ＷＯ２００９／０４６３３４
【特許文献１３】ＷＯ２００９／０４６３３４
【特許文献１４】ＥＰ２３９４１４
【特許文献１５】ＵＳ４，２８８，２４４
【特許文献１６】ＤＥ３３０３３８８
【特許文献１７】ＵＳ５，４５７，０８５
【特許文献１８】ＵＳ３，１２０，４３４
【特許文献１９】ＵＳ３，４８０，６７１
【特許文献２０】ＥＰ２０６２５１
【特許文献２１】ＥＰ２０５２７１
【特許文献２２】ＵＳ２，５５６，６６４
【特許文献２３】ＵＳ３，５３４，０９８
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【特許文献２４】ＥＰ０５３０１１
【特許文献２５】ＵＳ４，３８５，９２７
【特許文献２６】ＥＰ３４８７３７
【特許文献２７】ＤＥ２８２２１５５
【特許文献２８】ＵＳ３，８９４，０７８
【特許文献２９】ＧＢ８６９１６９
【特許文献３０】ＥＰ４４７００４
【特許文献３１】ＤＥ１０３９７７９
【特許文献３２】ＨＵ１７６５８２
【特許文献３３】ＵＳ３，４４２，９４５
【特許文献３４】ＤＥ２３０５４９５
【特許文献３５】ＤＥ２６４８００８
【特許文献３６】ＤＥ２３２８３４０
【特許文献３７】ＤＥ１０１４３８０
【特許文献３８】ＨＵ５３４８３
【特許文献３９】ＵＳ４，８０２，９０７
【特許文献４０】ＧＢ１０４０５４１
【特許文献４１】ＵＳ２，９０３，４７８
【特許文献４２】ＵＳ３，１７７，０６１
【特許文献４３】ＵＳ２，６９５，２２５
【特許文献４４】ＤＥ１５６７１５１
【特許文献４５】ＧＢ５７４９９５
【特許文献４６】ＤＥ１０３１５７１
【特許文献４７】ＵＳ３，１７５，８９７
【特許文献４８】ＪＰ１０９８３３１
【特許文献４９】ＵＳ２，９１３，３２７
【特許文献５０】ＷＯ８３／００３２９
【特許文献５１】ＪＰ８０１２７３０２
【特許文献５２】ＤＥ１３００９４７
【特許文献５３】ＤＥ２１３５７６８
【特許文献５４】ＵＳ３，１７５，８８７
【特許文献５５】ＵＳ３，８３６，５２４
【特許文献５６】ＪＰ８５０６７４６３
【特許文献５７】ＵＳ３，５８２，３１４
【特許文献５８】ＵＳ５，３３３，０８２１
【特許文献５９】ＥＰ１３１２５８
【特許文献６０】ＵＳ４，７４６，３５３
【特許文献６１】ＵＳ４，４２０，３２５
【特許文献６２】ＵＳ４，３９４，５０６
【特許文献６３】ＵＳ４，１２７，４０５
【特許文献６４】ＵＳ４，４７９，８２１
【特許文献６５】ＵＳ５，００９，６９９
【特許文献６６】ＥＰ１３６０６１
【特許文献６７】ＥＰ３２４５６９
【特許文献６８】ＥＰ１８４３８５
【特許文献６９】ＷＯ０２／３０９２１
【特許文献７０】ＷＯ９２／１５５７６
【特許文献７１】ＷＯ９５／２９８９９
【特許文献７２】ＵＳ４，６６８，２７７
【特許文献７３】ＥＰ３０５９３９
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【特許文献７４】ＷＯ９６／４１５３７
【特許文献７５】ＷＯ９５／１０５０７
【特許文献７６】ＥＰ００７６７７
【特許文献７７】ＣＮ０１０８０１１６
【特許文献７８】ＵＳ４，７８９，３９３
【特許文献７９】ＥＰ９７１９０２
【特許文献８０】ＵＳ５，２０９，７７１
【特許文献８１】ＥＰ０８４０２０
【特許文献８２】ＥＰ１２０８１４
【特許文献８３】ＥＰ０８７７８０
【特許文献８４】ＷＯ８８／０４２９７
【特許文献８５】ＥＰ５８２８９２４
【特許文献８６】ＷＯ０２／３６５９５
【特許文献８７】ＵＳ５，４７６，９３６
【特許文献８８】ＷＯ２００９／０５３０５８
【特許文献８９】ＵＳ４，９０６，２８５
【特許文献９０】ＥＰ６５８５４９
【特許文献９１】ＵＳ５，１１８，３３９
【特許文献９２】ＷＯ９１／０５７８１
【特許文献９３】ＵＳ４，９３２，９９９
【特許文献９４】ＥＰ３１５８８９
【特許文献９５】ＷＯ９３／０９０９９
【特許文献９６】ＷＯ２００６／００８１５９
【特許文献９７】ＷＯ２００５／０９６８１８
【非特許文献】
【００３３】
【非特許文献１】Ｕｍｂａｒｇｅｒ，　Ｈ．Ｅ．，　Ａｎｎｕ．　Ｒｅｖ．　Ｂｉｏｃｈ
ｅｍ．　（１９７８），　４７，　５３３－６０６
【非特許文献２】Ｃｈｉｍａｎ，　Ｄ．Ｍ．　ｅｔ　ａｌ．，　Ｂｉｏｃｈｉｍ．　Ｂｉ
ｏｐｈｙｓ．　Ａｃｔａ　（１９９８），　１３８５，　４０１－４１９
【非特許文献３】Ｄｕｇｇｌｅｂｙ，　Ｒ．Ｇ．，　ａｎｄ　Ｐａｎｇ，　Ｓ．Ｓ．，　
Ｊ．　Ｂｉｏｃｈｅｍ．　Ｍｏｌ．　Ｂｉｏｌ．　（２０００），　３３，　１－３６
【非特許文献４】Ｄｕｇｇｌｅｂｙ，　Ｒ．Ｇ．　（Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　ａｎｄ　Ｐｒ
ｏｐｅｒｔｉｅｓ　ｏｆ　Ａｃｅｔｏｈｙｄｒｏｘｙａｃｉｄ　Ｓｙｎｔｈａｓｅ　ｉｎ
　Ｔｈｉａｍｉｎｅ：　Ｃａｔａｌｙｔｉｃ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓ　ｉｎ　Ｎｏｒｍａ
ｌ　ａｎｄ　Ｄｉｓｅａｓｅ　Ｓｔａｔｅｓ，　Ｖｏｌ　１１，　Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋ
ｋｅｒ，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，　２００４，　２５１－２７４
【非特許文献５】Ｂｅｙｅｒ　Ｅ．Ｍ　ｅｔ　ａｌ．　（１９８８），　Ｓｕｌｆｏｎｙ
ｌｕｒｅａｓ　ｉｎ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅｓ：　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，　Ｄｅｇｒａｄａ
ｔｉｏｎ，　ａｎｄ　Ｍｏｄｅ　ｏｆ　Ａｃｔｉｏｎ
【非特許文献６】Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，　１９８８，　１
１７－１８９
【非特許文献７】Ｐｏｎｔｚｅｎ，　Ｒ．，　Ｐｆｌａｎｚ．－Ｎａｃｈｒｉｃｈｔｅｎ
　Ｂａｙｅｒ，　２００２，　５５，　３７－５２
【非特許文献８】Ｓｈａｎｅｒ，　Ｄ．Ｌ．，　ｅｔ　ａｌ．，　Ｐｌａｎｔ　Ｐｈｙｓ
ｉｏｌ．，　１９８４，　７６，　５４５－５４６
【非特許文献９】Ｓｈａｎｅｒ，　Ｄ．Ｌ．，　ａｎｄ　Ｏ’Ｃｏｎｎｏｒ，　Ｓ．Ｌ．
　（Ｅｄｓ．）　Ｔｈｅ　Ｉｍｉｄａｚｏｌｉｎｏｎｅ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅｓ，　ＣＲ
Ｃ　Ｐｒｅｓｓ，　Ｂｏｃａ　Ｒａｔｏ，　ＦＬ，　１９９１
【非特許文献１０】Ｋｌｅｓｃｈｉｃｋ，　Ｗ．Ａ．　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｇｒｉｃ．　
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Ｆｏｏｄ　Ｃｈｅｍ．，　１９９２，　４０，　１０８３－１０８５
【非特許文献１１】Ｓｈｉｍｉｚｕ，　Ｔ．Ｊ．，　Ｐｅｓｔｉｃ．　Ｓｃｉ．，１９９
７，　２２，　２４５－２５６
【非特許文献１２】Ｓｈｉｍｉｚｕ，　Ｔ．　ｅｔ　ａｌ．，　Ａｃｅｔｏｌａｃｔａｔ
ｅ　Ｓｙｎｔｅｈａｓｅ　Ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｓ　ｉｎ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｌａｓ
ｓｅｓ　ｉｎ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ，　Ｂｏｅｇｅｒ，　Ｐ．，　Ｗａｋａｂａｙａ
ｓｈｉ．　Ｋ．，　Ｈｉｒａｉ，　Ｋ．，　（Ｅｄｓ．），　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒ
ｌａｇ，　Ｂｅｒｌｉｎ，　２００２，　１－４１
【非特許文献１３】Ｄｕｇｇｌｅｂｙ，　Ｒ．Ｇ．　ｅｔ　ａｌ．，　（２００８），　
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３４】
　例えば、サトウダイコンが世界の砂糖生産の約２０％を占めるということを考慮すると
、非常に強力で重大な雑草の効率的防除を可能とする雑草防除システムを利用可能とする
ことが非常に望ましいものと考えられる。従って、１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤を、そ
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のようなＡＬＳ阻害薬系除草剤に対して耐性であるテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉ
ｓ）植物、好ましくはサトウダイコン植物において望ましくない植生の防除に使用するこ
とが非常に望ましいものであると考えられる。
【課題を解決するための手段】
【００３５】
　この問題は、本発明によって解決された。
【００３６】
　本発明は、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、好ましくはサトウダイコン成長
区域における望ましくない植生を防除するための１種類または各種のＡＬＳ阻害薬系除草
剤分類に属する１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤の使用であって、前記テンサイ（Ｂｅｔａ
　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、好ましくはサトウダイコン植物が、ＡＬＳ酵素における５６
９位のトリプトファンの突然変異およびＡＬＳ酵素における１８８位のプロリンの突然変
異、ならびに適宜に一つもしくはいくつかのさらなる突然変異、好ましくはＡＬＳ遺伝子
における一つもしくはいくつかのさらなる突然変異、好ましくはＡＬＳ遺伝子におけるさ
らなるアミノ酸置換を引き起こす突然変異を含む使用に関するものである。
【００３７】
　そのような突然変異を含み、好ましくは本発明に従って用いられるサトウダイコン植物
の種子は、２０１２年９月７日に番号ＮＣＩＭＢ４２０５０という名称でＮＣＩＭＢ，　
Ａｂｅｒｄｅｅｎ，　ＵＫ（Ｂａｙｅｒ　ＣｒｏｐＳｃｉｅｎｃｅ　ＡＧが共同寄託者）
に寄託されている。
【００３８】
　より好ましくは、本発明は、上記突然変異テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植
物、好ましくは上記突然変異サトウダイコン植物における１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤
の使用であって、前記ＡＬＳ阻害薬系除草剤が、
　　　アミドスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２０９２３－３７－７］（＝Ａ１－１）；
　　　アジムスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２０１６２－５５－２］（＝Ａ１－２）；
　　　ベンスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　８３０５５－９９－６］（＝Ａ１－３）
；
　　　クロリムロン－エチル［ＣＡＳ　ＲＮ　９０９８２－３２－４］（＝Ａ１－４）；
　　　クロルスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　６４９０２－７２－３］（＝Ａ１－５）；
　　　シノスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　９４５９３－９１－６］（＝Ａ１－６）；
　　　シクロスルファムロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１３６８４９－１５－５］（＝Ａ１－７）
；
　　　エタメツルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　９７７８０－０６－８］（＝Ａ１－８
）；
　　　エトキシスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２６８０１－５８－９］（＝Ａ１－９）；
　　　フラザスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１０４０４０－７８－０］（＝Ａ１－１０）；
　　　フルセトスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　４１２９２８－７５－７］（＝Ａ１－１１）
；
　　　フルピルスルフロン－メチル－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４７４０－５４－
５］（＝Ａ１－１２）；
　　　ホラムスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１７３１５９－５７－４］（＝Ａ１－１３）；
　　　ハロスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１００７８４－２０－１］（＝Ａ１－１
４）；
　　　イマゾスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２２５４８－３３－８］（＝Ａ１－１５）；
　　　ヨードスルフロン－メチル－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４５５０－３６－７
］（＝Ａ１－１６）；
　　　メソスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　２０８４６５－２１－８］（＝Ａ１－１
７）；
　　　メトスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　７４２２３－６４－６］（＝Ａ１－１８
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）；
　　　モノスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１５５８６０－６３－２］（＝Ａ１－１９）；
　　　ニコスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１１１９９１－０９－４］（＝Ａ１－２０）；
　　　オルトスルファムロン［ＣＡＳ　ＲＮ　２１３４６４－７７－８］（＝Ａ１－２１
）；
　　　オキサスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４６５１－０６－９］（＝Ａ１－２２）；
　　　プリミスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　８６２０９－５１－０］（＝Ａ１－２
３）；
　　　プロスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　９４１２５－３４－５］（＝Ａ１－２４）；
　　　ピラゾスルフロン－エチル［ＣＡＳ　ＲＮ　９３６９７－７４－６］（＝Ａ１－２
５）；
　　　リムスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２２９３１－４８－０］（＝Ａ１－２６）；
　　　スルホメツロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　７４２２２－９７－２］（＝Ａ１－２７
）；
　　　スルホスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１４１７７６－３２－１］（＝Ａ１－２８）；
　　　チフェンスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　７９２７７－２７－３］（＝Ａ１－
２９）；
　　　トリアスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　８２０９７－５０－５］（＝Ａ１－３０）；
　　　トリベヌロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１０１２００－４８－０］（＝Ａ１－３１
）；
　　　トリフロキシスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１４５０９９－２１－４］（ナトリウム
）（＝Ａ１－３２）；
　　　トリフルスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１２６５３５－１５－７］（＝Ａ１
－３３）；
　　　トリトスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１４２４６９－１４－５］（＝Ａ１－３４）；
　　　ＮＣ－３３０［ＣＡＳ　ＲＮ　１０４７７０－２９－８］（＝Ａ１－３５）；
　　　ＮＣ－６２０［ＣＡＳ　ＲＮ　８６８６８０－８４－６］（＝Ａ１－３６）；
　　　ＴＨ－５４７［ＣＡＳ　ＲＮ　５７０４１５－８８－２］（＝Ａ１－３７）；
　　　モノスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１７５０７６－９０－１］（＝Ａ１－３
８）；
　　　２－ヨード－Ｎ－［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジニル）カ
ルバモイル］ベンゼン－スルホンアミド（＝Ａ１－３９）；
　　　下記一般式（Ｉ）の化合物：
【化１】

【００３９】
　［式中、Ｍ＋は、化合物（Ｉ）の個々の塩、すなわちそれのリチウム塩（＝Ａ１－４０
）；それのナトリウム塩（＝Ａ１－４１）；それのカリウム塩（＝Ａ１－４２）；それの
マグネシウム塩（＝Ａ１－４３）；それのカルシウム（＝Ａ１－４４）；それのアンモニ
ウム塩（＝Ａ１－４５）；それのメチルアンモニウム塩（＝Ａ１－４６）；それのジメチ
ルアンモニウム塩（＝Ａ１－４７）；それのテトラメチルアンモニウム塩（＝Ａ１－４８
）；それのエチルアンモニウム塩（＝Ａ１－４９）；それのジエチルアンモニウム塩（＝
Ａ１－５０）；それのテトラエチルアンモニウム塩（＝Ａ１－５１）；それのプロピルア
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；それのイソプロピルアンモニウム塩（＝Ａ１－５４）；それのジイソプロピルアンモニ
ウム塩（＝Ａ１－５５）；それのブチルアンモニウム塩（＝Ａ１－５６）；それのテトラ
ブチルアンモニウム塩（＝Ａ１－５７）；それの（２－ヒドロキシエタ－１－イル）アン
モニウム塩（＝Ａ１－５８）；それのビス－Ｎ，Ｎ－（２－ヒドロキシエタ－１－イル）
アンモニウム塩（＝Ａ１－５９）；それのトリス－Ｎ，Ｎ，Ｎ－（２－ヒドロキシエタ－
１－イル）アンモニウム塩（＝Ａ１－６０）；それの１－フェニルエチルアンモニウム塩
（＝Ａ１－６１）；それの２－フェニルエチルアンモニウム塩（＝Ａ１－６２）；それの
トリメチルスルホニウム塩（＝Ａ１－６３）；それのトリメチルオキソニウム塩（＝Ａ１
－６４）；それのピリジニウム塩（＝Ａ１－６５）；それの２－メチルピリジニウム塩（
＝Ａ１－６６）；それの４－メチルピリジニウム塩（＝Ａ１－６７）；それの２，４－ジ
メチルピリジニウム塩（＝Ａ１－６８）；それの２，６－ジメチルピリジニウム塩（＝Ａ
１－６９）；それのピペリジニウム塩（＝Ａ１－７０）；それのイミダゾリウム塩（＝Ａ
１－７１）；それのモルホリニウム塩（＝Ａ１－７２）；それの１，５－ジアザビシクロ
［４．３．０］ノナ－７－エンイウム塩（＝Ａ１－７３）；それの１，８－ジアザビシク
ロ［５．４．０］ウンデカ－７－エンイウム塩（＝Ａ１－７４）を示す。］；
　　　または下記式（ＩＩ）の化合物もしくはそれの塩：
【化２】

【００４０】
　（Ｒ２、およびＲ３は下記の表で定義の意味を有する。
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【表１】

【００４１】
　　　または下記式（ＩＩＩ）（＝Ａ１－８７）の化合物、すなわち化合物（Ａ１－８３
）のナトリウム塩：

【化３】

【００４２】
　　　または下記式（ＩＶ）（＝Ａ１－８８）の化合物、すなわちの化合物（Ａ１－８２
）ナトリウム塩
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【００４３】
　　からなるスルホニル尿素類の下位群（Ａ１）；
　　　フルカルバゾン－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１８１２７４－１７－９］（＝Ａ２
－１）；
　　　プロポキシカルバゾン－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１８１２７４－１５－７］（
＝Ａ２－２）；
　　　チエンカルバゾン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　３１７８１５－８３－１］（＝Ａ２－
３）；
　　からなるスルホニルアミノカルボニルトリアゾリノン類の下位群（下位群（（Ａ２）
）；
　　　クロランスラム－メチル［１４７１５０－３５－４］（＝Ａ３－１）；
　　　ジクロスラム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４５７０１－２１－９］（＝Ａ３－２）；
　　　フロラスラム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４５７０１－２３－１］（＝Ａ３－３）；
　　　フルメツラム［ＣＡＳ　ＲＮ　９８９６７－４０－９］（＝Ａ３－４）；
　　　メトスラム［ＣＡＳ　ＲＮ　１３９５２８－８５－１］（＝Ａ３－５）；
　　　ペノキススラム［ＣＡＳ　ＲＮ　２１９７１４－９６－２］（＝Ａ３－６）；
　　　ピロクススラム［ＣＡＳ　ＲＮ　４２２５５６－０８－９］（＝Ａ３－７）；
　　からなるトリアゾロピリミジン類の下位群（下位群（Ａ３））；
　　　一般式（Ｉ）によって記載される群からの化合物もしくはそれの塩：

【化５】

【００４４】
　［式中、
　Ｒ１はハロゲン、好ましくはフッ素または塩素であり、
　Ｒ２は水素であり、Ｒ３はヒドロキシルであり、または
　Ｒ２およびＲ３がそれらが結合している炭素原子とともに、カルボニル基Ｃ＝Ｏであり
、
　Ｒ４は水素またはメチルである。］；
　　　より特別には、下記の化学構造（Ａ４－１）から（Ａ４－８）の化合物：



(25) JP 2018-135366 A 2018.8.30

10

20

30

【化６】



(26) JP 2018-135366 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

【００４５】
　　からなるスルホアニリド類の下位群（下位群（Ａ４））；
　からなる（スルホン）アミドの群（群（Ａ））；
　　　イマザメタベンズメチル［ＣＡＳ　ＲＮ　８１４０５－８５－８］（＝Ｂ１－１）
；
　　　イマザモックス［ＣＡＳ　ＲＮ　１１４３１１－３２－９］（＝Ｂ１－２）；
　　　イマザピック［ＣＡＳ　ＲＮ　１０４０９８－４８－８］（＝Ｂ１－３）；
　　　イマザピル［ＣＡＳ　ＲＮ　８１３３４－３４－１］（＝Ｂ１－４）；
　　　イマザキン［ＣＡＳ　ＲＮ　８１３３５－３７－７］（＝Ｂ１－５）；
　　　イマゼタピル［ＣＡＳ　ＲＮ　８１３３５－７７－５］（＝Ｂ１－６）；
　　　ＳＹＰ－２９８［ＣＡＳ　ＲＮ　５５７０６４－７７－４］（＝Ｂ１－７）；
　　　ＳＹＰ－３００［ＣＡＳ　ＲＮ　３７４７１８－１０－２］（＝Ｂ１－８）
　からなるイミダゾリノン類の群（群（Ｂ１））；
　　　ビスピリバック－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１２５４０１－９２－５］（＝Ｃ１
－１）；
　　　ピリベンゾキシム［ＣＡＳ　ＲＮ　１６８０８８－６１－７］（＝Ｃ１－２）；
　　　ピリミノバック－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１３６１９１－６４－５］（＝Ｃ１－３
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）；
　　　ピリバムベンズ（ｐｙｒｉｂａｍｂｅｎｚ）－イソプロピル［ＣＡＳ　ＲＮ　４２
０１３８－４１－６］（＝Ｃ１－４）；
　　　ピリバムベンズ（ｐｙｒｉｂａｍｂｅｎｚ）－プロピル［ＣＡＳ　ＲＮ　４２０１
３８－４０－５］（＝Ｃ１－５）；
　　からなるピリミジニルオキシ安息香酸類の下位群（下位群（Ｃ１））
　　　ピリフタリド［ＣＡＳ　ＲＮ　１３５１８６－７８－６］（＝Ｃ２－１）；
　　　ピリチオバック－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１２３３４３－１６－８］（＝Ｃ２
－２）
　　からなるピリミジニルチオ安息香酸類の下位群（下位群（Ｃ２））；
　からなるピリミジニル（チオ）ベンゾエート（群（Ｃ））
に属する使用に関するものである。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　この文脈において、「耐性」または「耐性の」は、上記で定義の群（Ａ）、（Ｂ）、（
Ｃ）のいずれかに属する１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤の施用が、個々のテンサイ（Ｂｅ
ｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、特別には５６９位および１８８位に突然変異を有するＡ
ＬＳポリペプチドを含むサトウダイコンに施用した場合に、生理機能／植物毒性に関して
見た目の効果を示さないが、非耐性のテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物に対
する同じ量の個々のＡＬＳ阻害薬系除草剤の施用が植物の成長、それの生理機能に関して
大きな負の効果を生じるか、植物毒性症状を示すことを意味する。観察される効果の性質
および量は、施用される個々のＡＬＳ阻害薬系除草剤の化学組成、施用量および施用の時
期、ならびに処理される植物の成長条件／段階によって決まり得る。
【００４７】
　別段の断りがない限り、一連の要素の前にある「少なくとも」という用語は、その一連
のものにおけるあらゆる要素を指すものと理解すべきである。当業者であれば、本明細書
に記載の本発明の具体的な実施形態と均等な多くのものを認識するか、通常の実験のみを
用いてそれを確認することができる。そのような均等物は本発明によって包含されるもの
である。
【００４８】
　本明細書およびそれに続く特許請求の範囲を通じて、文脈上別の形態が必要でない限り
、「含む」という用語および「有する」および「包含する」などの変形形態は、言及され
ている整数もしくは段階または整数もしくは段階の群の包含を示唆するが、他の整数もし
くは段階または整数もしくは段階の群を除外するものではないものと理解される。一方で
「含む」という用語およびそれの変形形態ならびに他方で「含有する」という用語および
それの類縁の変形形態は、本明細書および相当する請求項を通じて互換的に使用可能であ
り、それらのいずれかが好ましいということはない。
【００４９】
　本明細書で使用される場合、「トランスジェニック」または「遺伝子組換え」という用
語は、ある遺伝子（同じ生物種または異なる生物種のものであることができる）が、アグ
ロバクテリウム・ツメファシエンス（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｍｅｆａｃｉｅ
ｎｓ）のような適切な生物キャリアを介して、またはプロトプラスト形質転換もしくは粒
子衝突のような他の物理的手段によって植物に導入されており、その遺伝子が新たな宿主
環境、すなわち遺伝子組み換え生物（ＧＭＯ）で発現され得ることを意味する。
【００５０】
　前記の定義によれば、「非トランスジェニック」または「非遺伝子組換え」という用語
は真逆の意味を有し、すなわち適切な生物キャリアを介してや他の物理的手段によって個
々の遺伝子の導入が行われていないことを意味する。しかしながら、自然にまたは育種法
を介した受粉によって突然変異遺伝子が伝えられて、この特異的遺伝子に関する別の非ト
ランスジェニック植物を作ることができる。
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【００５１】
　「内在性」遺伝子は、遺伝子工学技術によって植物に導入されていない植物の遺伝子を
意味する。
【００５２】
　「トリプトファンと異なるアミノ酸」（３文字コードで「Ｔｒｐ」により、または同等
に使用される１文字コードで「Ｗ」によって示される）は、トリプトファンと異なるあら
ゆる天然アミノ酸を含む。これらの天然アミノ酸には、アラニン（Ａ）、アルギニン（Ｒ
）、アスパラギン（Ｎ）、アスパラギン酸（Ｄ）、システイン（Ｃ）、グルタミン（Ｑ）
、グルタミン酸（Ｅ）、グリシン（Ｇ）、ヒスチジン（Ｈ）、イソロイシン（Ｉ）、ロイ
シン（Ｌ）、リジン（Ｋ）、メチオニン（Ｍ）、フェニルアラニン（Ｆ）、プロリン（Ｐ
）、セリン（Ｓ）、トレオニン（Ｔ）、チロシン（Ｙ）またはバリン（Ｖ）などがある。
【００５３】
　しかしながら、好ましくは、ＡＬＳタンパク質の５６９位のトリプトファン（中性－極
性アミノ酸の群に属する）と異なるアミノ酸は、トリプトファンと異なる物理化学特性を
有するアミノ酸、すなわち中性－非極性、酸性もしくは塩基性の特性を示すアミノ酸に属
するアミノ酸である。より好ましくは、トリプトファンと異なるアミノ酸は、アラニン、
グリシン、イソロイシン、ロイシン、メチオニン、フェニルアラニン、プロリン、バリン
およびアルギニンからなる群から選択される。さらにより好ましくは、前記アミノ酸は、
アラニン、グリシン、イソロイシン、ロイシン、メチオニン、フェニルアラニン、プロリ
ンまたはバリンなどの中性－非極性アミノ酸である。特に好ましい前記アミノ酸はアラニ
ン、グリシン、イソロイシン、ロイシン、バリンである。さらにより好ましい前記アミノ
酸はグリシンまたはロイシンである。最も好ましくは、それはロイシンである。
【００５４】
　群ＡからＣ下で挙げられた名称（一般名）の後の角括弧内に記載されている「ＣＡＳ　
ＲＮ」は、「ＣＡＳ　ＲＮ」が特に、立体異性体などの異性体間を区別することから、指
定された物質を明確に分類できるようにする慣例の参照番号である「ケミカルアブストラ
クトサービス登録番号」に相当する。
【００５５】
　テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、好ましくはサトウダイコン成長区域での望
ましくない植生の防除に好ましく使用されるＡＬＳ阻害薬系除草剤であって、テンサイ（
Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、好ましくはサトウダイコン植物が、５６９位にトリプト
ファンと異なるアミノ酸および１８８位にプロリンと異なるアミノ酸を含むことで、群（
Ａ）に属する本発明によるＡＬＳ阻害薬系除草剤に対する耐性を提供する内在性ＡＬＳ遺
伝子によってコードされるＡＬＳタンパク質を含むＡＬＳ阻害薬系除草剤は、
　アミドスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２０９２３－３７－７］（＝Ａ１－１）；
　クロリムロン－エチル［ＣＡＳ　ＲＮ　９０９８２－３２－４］（＝Ａ１－４）；
　エタメツルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　９７７８０－０６－８］（＝Ａ１－８）；
　エトキシスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２６８０１－５８－９］（＝Ａ１－９）；
　フルピルスルフロン－メチル－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４７４０－５４－５］
（＝Ａ１－１２）；
　ホラムスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１７３１５９－５７－４］（＝Ａ１－１３）；
　ヨードスルフロン－メチル－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４５５０－３６－７］（
＝Ａ１－１６）；
　メソスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　２０８４６５－２１－８］（＝Ａ１－１７）
；
　メトスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　７４２２３－６４－６］（＝Ａ１－１８）；
　モノスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１５５８６０－６３－２］（＝Ａ１－１９）；
　ニコスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１１１９９１－０９－４］（＝Ａ１－２０）；
　スルホスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１４１７７６－３２－１］（＝Ａ１－２８）；
　チフェンスルフロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　７９２７７－２７－３］（＝Ａ１－２９
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）；
　トリベヌロン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　１０１２００－４８－０］（＝Ａ１－３１）；
　２－ヨード－Ｎ－［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジニル）カルバ
モイル］ベンゼン－スルホンアミド
（＝Ａ１－３９）；
　２－ヨード－Ｎ－［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジニル）カルバ
モイル］ベンゼン－スルホンアミドナトリウム塩（＝Ａ１－４１）；
　（Ａ１－８３）もしくはそれのナトリウム塩（＝Ａ１－８７）；
　プロポキシカルバゾン－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１８１２７４－１５－７］（＝Ａ
２－２）；
　チエンカルバゾン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　３１７８１５－８３－１］（＝Ａ２－３）
；
　フロラスラム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４５７０１－２３－１］（＝Ａ３－３）；
　メトスラム［ＣＡＳ　ＲＮ　１３９５２８－８５－１］（＝Ａ３－５）；
　ピロクススラム［ＣＡＳ　ＲＮ　４２２５５６－０８－９］（＝Ａ３－７）；
　（Ａ４－１）；
　（Ａ４－２）；および
　（Ａ４－３）
である。
【００５６】
　テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）（好ましくはサトウダイコン）成長区域で望
ましくない植生の防除に特に好ましく使用されるＡＬＳ阻害薬系除草剤であって、前記テ
ンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）（好ましくはサトウダイコン）植物が５６９位に
トリプトファンと異なるアミノ酸および１８８位にプロリンと異なるアミノ酸を含むこと
で、群（Ａ）に属する本発明によるＡＬＳ阻害薬系除草剤に対する耐性を提供する内在性
ＡＬＳ遺伝子によってコードされるＡＬＳタンパク質を含むＡＬＳ阻害薬系除草剤は、
　アミドスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１２０９２３－３７－７］（＝Ａ１－１）；
　ホラムスルフロン［ＣＡＳ　ＲＮ　１７３１５９－５７－４］（＝Ａ１－１３）；
　ヨードスルフロン－メチル－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１４４５５０－３６－７］（
＝Ａ１－１６）；
　２－ヨード－Ｎ－［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジニル）カルバ
モイル］ベンゼン－スルホンアミド（＝Ａ１－３９）；
　２－ヨード－Ｎ－［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジニル）カルバ
モイル］ベンゼン－スルホンアミドナトリウム塩Ａ１－４１；
　Ａ１－８３またはそれのナトリウム塩（＝Ａ１－８７）；
　チエンカルバゾン－メチル［ＣＡＳ　ＲＮ　３１７８１５－８３－１］（＝Ａ２－３）
である。
【００５７】
　テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）（好ましくはサトウダイコン）成長区域で望
ましくない植生の防除に好ましく使用される別のＡＬＳ阻害薬系除草剤であって、前記テ
ンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）（好ましくはサトウダイコン）植物が５６９位に
トリプトファンと異なるアミノ酸および１８８位にプロリンと異なるアミノ酸を含むこと
で、群（Ｂ）に属する本発明によるＡＬＳ阻害薬系除草剤に対する耐性を提供する内在性
ＡＬＳ遺伝子によってコードされるＡＬＳタンパク質を含むＡＬＳ阻害薬系除草剤は、
　イマザモックス［ＣＡＳ　ＲＮ　１１４３１１－３２－９］（＝Ｂ１－２）
である。
【００５８】
　テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）（好ましくはサトウダイコン）成長区域で望
ましくない植生の防除に好ましく使用される別のＡＬＳ阻害薬系除草剤であって、前記テ
ンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）（好ましくはサトウダイコン）植物が５６９位に
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トリプトファンと異なるアミノ酸および１８８位にプロリンと異なるアミノ酸を含むこと
で、群（Ｃ）に属する本発明によるＡＬＳ阻害薬系除草剤に対する耐性を提供する内在性
ＡＬＳ遺伝子によってコードされるＡＬＳタンパク質を含むＡＬＳ阻害薬系除草剤は、
　ビスピリバック－ナトリウム［ＣＡＳ　ＲＮ　１２５４０１－９２－５］（＝Ｃ１－１
）
である。
【００５９】
　さらに理解すべき点として、個々のＣＡＳ　ＲＮによってまだ特定されていない全ての
上記で定義のＡＬＳ阻害薬系除草剤に関して、酸および塩などの全ての使用形態が本発明
に従って使用可能である。
【００６０】
　さらに、本発明に従って使用されるＡＬＳ阻害薬系除草剤は、さらに別の成分、例えば
異なる種類の作用機序の農薬活性化合物および／または製剤補助剤および／または作物保
護で一般的な添加剤を含むことができるか、これらと一緒に用いることができる。
【００６１】
　好ましい実施形態において、本発明に従って使用される除草剤組み合わせは、有効量の
群（Ａ）、（Ｂ）および／または（Ｃ）に属するＡＬＳ阻害薬系除草剤を含み、および／
または相乗作用を有する。その相乗作用は、群（Ａ）、（Ｂ）、および／または（Ｃ）に
属する１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤を、例えば共製剤としてまたはタンクミックスとし
て作用する場合に認められ得る。しかしながらそれは、活性化合物を異なる時点で施用し
た場合に（分けて施用）も認められ得る。複数回に分けて（順次施用）、例えば発芽前施
用とその後の発芽後施用または早期発芽後施用とその後の中期もしくは後期発芽後施用で
、除草剤または除草剤組み合わせを施用することも可能である。ここで好ましいものは、
対象となる組み合わせでの群（Ａ）、（Ｂ）および／または（Ｃ）に属するＡＬＳ－阻害
薬系除草剤の共同またはほぼ同時施用である。
【００６２】
　相乗効果によって、個々のＡＬＳ阻害薬系除草剤の施用量の低減、同じ施用量でのより
高い効力、これまで防除されなかった植物種の防除（ギャップ）、個々のＡＬＳ阻害薬系
除草剤または多くのＡＬＳ阻害薬系除草剤に対して耐性もしくは抵抗性の植物種の防除、
施用期間の延長および／または経済的および生態学的により有利である必要な個々の施用
回数の低減および使用者にとっての結果として雑草防除システムの低減が可能となる。
【００６３】
　本発明に従って使用される除草剤は、全てのアセト乳酸合成酵素（ＡＬＳ）阻害薬系除
草剤（代わりにおよび互換的に「ＡＬＳ阻害性除草剤」と称することもできると考えられ
る）であることから、植物におけるタンパク質生合成を阻害する。
【００６４】
　群（Ａ）、（Ｂ）または（Ｃ）（上記で定義）に属するＡＬＳ阻害薬系除草剤の施用量
は、例えば０．００１ｇから１５００ｇ　ａｉ／ｈａ（ａｉ／ｈａは、この場合および下
記において、１００％純粋な活性化合物基準で「１ヘクタール当たりの活性物質」を意味
する。）の広い範囲内で変動可能である。０．００１ｇから１５００ｇ　ａｉ／ｈａの施
用量で施用すると、本発明による分類Ａ、ＢおよびＣに属する除草剤、好ましくは化合物
Ａ１－１；Ａ１－４；Ａ１－８；Ａ１－９；Ａ１－１２；Ａ１－１３；Ａ１－１６；Ａ１
－１７；Ａ１－１８；Ａ１－１９；Ａ１－２０；Ａ１－２８；Ａ１－２９；Ａ１－３１；
Ａ１－３９；Ａ１－４１；Ａ１－８３；Ａ１－８７；Ａ２－２；Ａ２－３；Ａ３－３；Ａ
３－５；Ａ３－７、Ａ４－３は、発芽前法および発芽後法によって使用した場合、比較的
広いスペクトラムの有害植物、例えば一年生および多年生の単子葉雑草もしくは双子葉雑
草、さらには望ましくない作物植物（一緒に、「望ましくない植生」とも定義される）を
防除する。
【００６５】
　本発明による多くの施用において、施用量は概して相対的に低く、例えば０．００１ｇ
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から１０００ｇ　ａｉ／ｈａ、好ましくは０．１ｇから５００ｇ　ａｉ／ｈａ、特に好ま
しくは０．５ｇから２５０ｇ　ａｉ／ｈａ、さらにより好ましくは１．０ｇから２００ｇ
　ａｉ／ｈａの範囲である。いくつかのＡＬＳ阻害薬系除草剤の施用を行う場合、その量
は、施用されるＡＬＳ阻害薬系除草剤全ての合計量を表す。
【００６６】
　例えば、ＡＬＳ阻害薬系除草剤（群（Ａ）、（Ｂ）および／または（Ｃ）に属する）の
本発明による組み合わせによって、個々のＡＬＳ阻害薬系除草剤（群（Ａ）、（Ｂ）およ
び／または（Ｃ）に属する）を用いて達成可能な活性を、大きくおよび予想外に超える形
で相乗的に活性を高めることができる。
【００６７】
　ＡＬＳ阻害薬系除草剤の組み合わせに関して、好ましい条件で下記で説明する。
【００６８】
　本発明に従って特に興味深いものは、下記のＡＬＳ阻害薬系除草剤含有物を有するテン
サイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、好ましくはサトウダイコン植物での望ましく
ない植生を防除するための除草剤組成物の使用である。
【００６９】
　（Ａ１－１）＋（Ａ１－４）；（Ａ１－１）＋（Ａ１－８）；（Ａ１－１）＋（Ａ１－
９）；（Ａ１－１）＋（Ａ１－１２）；
　（Ａ１－１）＋（Ａ１－１３）；（Ａ１－１）＋（Ａ１－１６）；（Ａ１－１）＋（Ａ
１－１７）；（Ａ１－１）＋（Ａ１－１８）；
　（Ａ１－１）＋（Ａ１－１９）；（Ａ１－１）＋（Ａ１－２０）；（Ａ１－１）＋（Ａ
１－２８）；（Ａ１－１）＋（Ａ１－２９）；
　（Ａ１－１）＋（Ａ１－３１）；（Ａ１－１）＋（Ａ１－３９）；（Ａ１－１）＋（Ａ
１－４１）；（Ａ１－１）＋（Ａ１－８３）；
　（Ａ１－１）＋（Ａ１－８７）；（Ａ１－１）＋（Ａ２－２）；（Ａ１－１）＋（Ａ２
－３）；（Ａ１－１）＋（Ａ３－３）；
　（Ａ１－１）＋（Ａ３－５）；（Ａ１－１）＋（Ａ３－７）；（Ａ１－１）＋（Ａ４－
１）；（Ａ１－１）＋（Ａ４－２）；（Ａ１－１）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－４）＋（Ａ１－８）；（Ａ１－４）＋（Ａ１－９）；（Ａ１－４）＋（Ａ１－
１２）；（Ａ１－４）＋（Ａ１－１３）；
　（Ａ１－４）＋（Ａ１－１６）；（Ａ１－４）＋（Ａ１－１７）；（Ａ１－４）＋（Ａ
１－１８）；（Ａ１－４）＋（Ａ１－１９）；
　（Ａ１－４）＋（Ａ１－２０）；（Ａ１－４）＋（Ａ１－２８）；（Ａ１－４）＋（Ａ
１－２９）；（Ａ１－４）＋（Ａ１－３１）；
　（Ａ１－４）＋（Ａ１－３９）；（Ａ１－４）＋（Ａ１－４１）；（Ａ１－４）＋（Ａ
１－８３）；（Ａ１－４）＋（Ａ１－８７）；
　（Ａ１－４）＋（Ａ２－２）；（Ａ１－４）＋（Ａ２－３）；（Ａ１－４）＋（Ａ３－
３）；（Ａ１－４）＋（Ａ３－５）；
　（Ａ１－４）＋（Ａ３－７）；（Ａ１－４）＋（Ａ４－１）；（Ａ１－４）＋（Ａ４－
２）；（Ａ１－４）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－８）＋（Ａ１－９）；（Ａ１－８）＋（Ａ１－１２）；（Ａ１－８）＋（Ａ１
－１３）；（Ａ１－８）＋（Ａ１－１６）；
　（Ａ１－８）＋（Ａ１－１７）；（Ａ１－８）＋（Ａ１－１８）；（Ａ１－８）＋（Ａ
１－１９）；（Ａ１－８）＋（Ａ１－２０）；
　（Ａ１－８）＋（Ａ１－２８）；（Ａ１－８）＋（Ａ１－２９）；（Ａ１－８）＋（Ａ
１－３１）；（Ａ１－８）＋（Ａ１－３９）；
　（Ａ１－８）＋（Ａ１－４１）；（Ａ１－８）＋（Ａ１－８３）；（Ａ１－８）＋（Ａ
１－８７）；（Ａ１－８）＋（Ａ２－２）；
　（Ａ１－８）＋（Ａ２－３）；（Ａ１－８）＋（Ａ３－３）；（Ａ１－８）＋（Ａ３－
５）；（Ａ１－８）＋（Ａ３－７）；
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　（Ａ１－８）＋（Ａ４－１）；（Ａ１－８）＋（Ａ４－２）；（Ａ１－８）＋（Ａ４－
３）；
　（Ａ１－９）＋（Ａ１－１２）；（Ａ１－９）＋（Ａ１－１３）；（Ａ１－９）＋（Ａ
１－１６）；（Ａ１－９）＋（Ａ１－１７）；
　（Ａ１－９）＋（Ａ１－１８）；（Ａ１－９）＋（Ａ１－１９）；（Ａ１－９）＋（Ａ
１－２０）；（Ａ１－９）＋（Ａ１－２８）；
　（Ａ１－９）＋（Ａ１－２９）；（Ａ１－９）＋（Ａ１－３１）；（Ａ１－９）＋（Ａ
１－３９）；（Ａ１－９）＋（Ａ１－４１）；
　（Ａ１－９）＋（Ａ１－８３）；（Ａ１－９）＋（Ａ１－８７）；（Ａ１－９）＋（Ａ
２－２）；（Ａ１－９）＋（Ａ２－３）；
　（Ａ１－９）＋（Ａ３－３）；（Ａ１－９）＋（Ａ３－５）；（Ａ１－９）＋（Ａ３－
７）；（Ａ１－９）＋（Ａ４－１）；
　（Ａ１－９）＋（Ａ４－２）；（Ａ１－９）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－１２）＋（Ａ１－１３）；（Ａ１－１２）＋（Ａ１－１６）；（Ａ１－１２）
＋（Ａ１－１７）；（Ａ１－１２）＋（Ａ１－１８）；
　（Ａ１－１２）＋（Ａ１－１９）；（Ａ１－１２）＋（Ａ１－２０）；（Ａ１－１２）
＋（Ａ１－２８）；（Ａ１－１２）＋（Ａ１－２９）；
　（Ａ１－１２）＋（Ａ１－３１）；（Ａ１－１２）＋（Ａ１－３９）；（Ａ１－１２）
＋（Ａ１－４１）；（Ａ１－１２）＋（Ａ１－８３）；
　（Ａ１－１２）＋（Ａ１－８７）；（Ａ１－１２）＋（Ａ２－２）；（Ａ１－１２）＋
（Ａ２－３）；（Ａ１－１２）＋（Ａ３－３）；
　（Ａ１－１２）＋（Ａ３－５）；（Ａ１－１２）＋（Ａ３－７）；（Ａ１－１２）＋（
Ａ４－１）；（Ａ１－１２）＋（Ａ４－２）；（Ａ１－１２）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－１３）＋（Ａ１－１６）；（Ａ１－１３）＋（Ａ１－１７）；（Ａ１－１３）
＋（Ａ１－１８）；（Ａ１－１３）＋（Ａ１－１９）；
　（Ａ１－１３）＋（Ａ１－２０）；（Ａ１－１３）＋（Ａ１－２８）；（Ａ１－１３）
＋（Ａ１－２９）；（Ａ１－１３）＋（Ａ１－３１）；
　（Ａ１－１３）＋（Ａ１－３９）；（Ａ１－１３）＋（Ａ１－４１）；（Ａ１－１３）
＋（Ａ１－８３）；（Ａ１－１３）＋（Ａ１－８７）；
　（Ａ１－１３）＋（Ａ２－２）；（Ａ１－１３）＋（Ａ２－３）；（Ａ１－１３）＋（
Ａ３－３）；（Ａ１－１３）＋（Ａ３－５）；
　（Ａ１－１３）＋（Ａ３－７）；（Ａ１－１３）＋（Ａ４－１）；（Ａ１－１３）＋（
Ａ４－２）；（Ａ１－１３）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－１６）＋（Ａ１－１７）；（Ａ１－１６）＋（Ａ１－１８）；（Ａ１－１６）
＋（Ａ１－１９）；（Ａ１－１６）＋（Ａ１－２０）；
　（Ａ１－１６）＋（Ａ１－２８）；（Ａ１－１６）＋（Ａ１－２９）；（Ａ１－１６）
＋（Ａ１－３１）；（Ａ１－１６）＋（Ａ１－３９）；
　（Ａ１－１６）＋（Ａ１－４１）；（Ａ１－１６）＋（Ａ１－８３）；（Ａ１－１６）
＋（Ａ１－８７）；（Ａ１－１６）＋（Ａ２－２）；
　（Ａ１－１６）＋（Ａ２－３）；（Ａ１－１６）＋（Ａ３－３）；（Ａ１－１６）＋（
Ａ３－５）；（Ａ１－１６）＋（Ａ３－７）；
　（Ａ１－１６）＋（Ａ４－１）；（Ａ１－１６）＋（Ａ４－２）；（Ａ１－１６）＋（
Ａ４－３）；
　（Ａ１－１７）＋（Ａ１－１８）；（Ａ１－１７）＋（Ａ１－１９）；（Ａ１－１７）
＋（Ａ１－２０）；（Ａ１－１７）＋（Ａ１－２８）；
　（Ａ１－１７）＋（Ａ１－２９）；（Ａ１－１７）＋（Ａ１－３１）；（Ａ１－１７）
＋（Ａ１－３９）；（Ａ１－１７）＋（Ａ１－４１）；
　（Ａ１－１７）＋（Ａ１－８３）；（Ａ１－１７）＋（Ａ１－８７）；（Ａ１－１７）
＋（Ａ２－２）；（Ａ１－１７）＋（Ａ２－３）；
　（Ａ１－１７）＋（Ａ３－３）；（Ａ１－１７）＋（Ａ３－５）；（Ａ１－１７）＋（
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Ａ３－７）；（Ａ１－１７）＋（Ａ４－１）；
　（Ａ１－１７）＋（Ａ４－２）；（Ａ１－１７）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－１８）＋（Ａ１－１９）；（Ａ１－１８）＋（Ａ１－２０）；（Ａ１－１８）
＋（Ａ１－２８）；（Ａ１－１８）＋（Ａ１－２９）；
　（Ａ１－１８）＋（Ａ１－３１）；（Ａ１－１８）＋（Ａ１－３９）；（Ａ１－１８）
＋（Ａ１－４１）；（Ａ１－１８）＋（Ａ１－８３）；
　（Ａ１－１８）＋（Ａ１－８７）；（Ａ１－１８）＋（Ａ２－２）；（Ａ１－１８）＋
（Ａ２－３）；（Ａ１－１８）＋（Ａ３－３）；
　（Ａ１－１８）＋（Ａ３－５）；（Ａ１－１８）＋（Ａ３－７）；（Ａ１－１８）＋（
Ａ４－１）；（Ａ１－１８）＋（Ａ４－２）；
　（Ａ１－１８）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－１９）＋（Ａ１－２０）；（Ａ１－１９）＋（Ａ１－２８）；（Ａ１－１９）
＋（Ａ１－２９）；（Ａ１－１９）＋（Ａ１－３１）；
　（Ａ１－１９）＋（Ａ１－３９）；（Ａ１－１９）＋（Ａ１－４１）；（Ａ１－１９）
＋（Ａ１－８３）；（Ａ１－１９）＋（Ａ１－８７）；
　（Ａ１－１９）＋（Ａ２－２）；（Ａ１－１９）＋（Ａ２－３）；（Ａ１－１９）＋（
Ａ３－３）；（Ａ１－１９）＋（Ａ３－５）；
　（Ａ１－１９）＋（Ａ３－７）；（Ａ１－１９）＋（Ａ４－１）；（Ａ１－１９）＋（
Ａ４－２）；（Ａ１－１９）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－２０）＋（Ａ１－２８）；（Ａ１－２０）＋（Ａ１－２９）；（Ａ１－２０）
＋（Ａ１－３１）；（Ａ１－２０）＋（Ａ１－３９）；
　（Ａ１－２０）＋（Ａ１－４１）；（Ａ１－２０）＋（Ａ１－８３）；（Ａ１－２０）
＋（Ａ１－８７）；（Ａ１－２０）＋（Ａ２－２）；
　（Ａ１－２０）＋（Ａ２－３）；（Ａ１－２０）＋（Ａ３－３）；（Ａ１－２０）＋（
Ａ３－５）；（Ａ１－２０）＋（Ａ３－７）；
　（Ａ１－２０）＋（Ａ４－１）；（Ａ１－２０）＋（Ａ４－２）；（Ａ１－２０）＋（
Ａ４－３）；
　（Ａ１－２８）＋（Ａ１－２９）；（Ａ１－２８）＋（Ａ１－３１）；（Ａ１－２８）
＋（Ａ１－３９）；（Ａ１－２８）＋（Ａ１－４１）；
　（Ａ１－２８）＋（Ａ１－８３）；（Ａ１－２８）＋（Ａ１－８７）；（Ａ１－２８）
＋（Ａ２－２）；（Ａ１－２８）＋（Ａ２－３）；
　（Ａ１－２８）＋（Ａ３－３）；（Ａ１－２８）＋（Ａ３－５）；（Ａ１－２８）＋（
Ａ３－７）；（Ａ１－２８）＋（Ａ４－１）；
　（Ａ１－２８）＋（Ａ４－２）；（Ａ１－２８）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－２９）＋（Ａ１－３１）；（Ａ１－２９）＋（Ａ１－３９）；（Ａ１－２９）
＋（Ａ１－４１）；（Ａ１－２９）＋（Ａ１－８３）；
　（Ａ１－２９）＋（Ａ１－８７）；（Ａ１－２９）＋（Ａ２－２）；（Ａ１－２９）＋
（Ａ２－３）；（Ａ１－２９）＋（Ａ３－３）；
　（Ａ１－２９）＋（Ａ３－５）；（Ａ１－２９）＋（Ａ３－７）；（Ａ１－２９）＋（
Ａ４－１）；（Ａ１－２９）＋（Ａ４－２）；（Ａ１－２９）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－３１）＋（Ａ１－３９）；（Ａ１－３１）＋（Ａ１－４１）；（Ａ１－３１）
＋（Ａ１－８３）；（Ａ１－３１）＋（Ａ１－８７）；
　（Ａ１－３１）＋（Ａ２－２）；（Ａ１－３１）＋（Ａ２－３）；（Ａ１－３１）＋（
Ａ３－３）；（Ａ１－３１）＋（Ａ３－５）；
　（Ａ１－３１）＋（Ａ３－７）；（Ａ１－３１）＋（Ａ４－１）；（Ａ１－３１）＋（
Ａ４－２）；（Ａ１－３１）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－３９）＋（Ａ１－４１）；（Ａ１－３９）＋（Ａ１－８３）；（Ａ１－３９）
＋（Ａ１－８７）；（Ａ１－３９）＋（Ａ２－２）；
　（Ａ１－３９）＋（Ａ２－３）；（Ａ１－３９）＋（Ａ３－３）；（Ａ１－３９）＋（
Ａ３－５）；（Ａ１－３９）＋（Ａ３－７）；
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　（Ａ１－３９）＋（Ａ４－１）；（Ａ１－３９）＋（Ａ４－２）；（Ａ１－３９）＋（
Ａ４－３）；
　（Ａ１－４１）＋（Ａ１－８３）；（Ａ１－４１）＋（Ａ１－８７）；（Ａ１－４１）
＋（Ａ２－２）；（Ａ１－４１）＋（Ａ２－３）；
　（Ａ１－４１）＋（Ａ３－３）；（Ａ１－４１）＋（Ａ３－５）；（Ａ１－４１）＋（
Ａ３－７）；（Ａ１－４１）＋（Ａ４－１）；
　（Ａ１－４１）＋（Ａ４－２）；（Ａ１－４１）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－８３）＋（Ａ２－２）；（Ａ１－８３）＋（Ａ２－３）；（Ａ１－８３）＋（
Ａ３－３）；（Ａ１－８３）＋（Ａ３－５）；
　（Ａ１－８３）＋（Ａ３－７）；（Ａ１－８３）＋（Ａ４－１）；（Ａ１－８３）＋（
Ａ４－２）；（Ａ１－８３）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ１－８７）＋（Ａ２－２）；（Ａ１－８７）＋（Ａ２－３）；（Ａ１－８７）＋（
Ａ３－３）；（Ａ１－８７）＋（Ａ３－５）；
　（Ａ１－８７）＋（Ａ３－７）；（Ａ１－８７）＋（Ａ４－１）；（Ａ１－８７）＋（
Ａ４－２）；（Ａ１－８７）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ２－２）＋（Ａ２－３）；（Ａ２－２）＋（Ａ３－３）；（Ａ２－２）＋（Ａ３－
５）；（Ａ２－２）＋（Ａ３－７）；
　（Ａ２－２）＋（Ａ４－１）；（Ａ２－２）＋（Ａ４－２）；（Ａ２－２）＋（Ａ４－
３）；
　（Ａ２－３）＋（Ａ３－３）；（Ａ２－３）＋（Ａ３－５）；（Ａ２－３）＋（Ａ３－
７）；
　（Ａ２－３）＋（Ａ４－１）；（Ａ２－３）＋（Ａ４－２）；（Ａ２－３）＋（Ａ４－
３）；
　（Ａ３－３）＋（Ａ３－５）；（Ａ３－３）＋（Ａ３－７）；
　（Ａ３－３）＋（Ａ４－１）；（Ａ３－３）＋（Ａ４－２）；（Ａ３－３）＋（Ａ４－
３）；
　（Ａ３－５）＋（Ａ３－７）；（Ａ３－５）＋（Ａ４－１）；（Ａ３－５）＋（Ａ４－
２）；（Ａ３－５）＋（Ａ４－３）；
　（Ａ３－７）＋（Ａ４－１）；（Ａ３－７）＋（Ａ４－２）；（Ａ３－７）＋（Ａ４－
３）；
　（Ａ－１）＋（Ａ４－２）；（Ａ４－１）＋（Ａ４－３）；および
　（Ａ４－２）＋（Ａ４－３）。
【００７０】
　さらに、本発明に従って使用されるＡＬＳ阻害薬系除草剤は、さらに別の成分、例えば
異なる種類の作用機序の農薬活性化合物および／または製剤補助剤および／または作物保
護で一般的な添加剤を含むことができるか、それらと一緒に用いることができる。
【００７１】
　本発明に従って使用されるＡＬＳ阻害薬系除草剤または各種のそのようなＡＬＳ阻害薬
系除草剤の組み合わせはさらに、例えば薬害軽減剤、殺菌剤、殺虫剤の群から、または作
物保護で一般的な製剤補助剤および添加剤の群からの各種農薬活性化合物を含むことがで
きる。
【００７２】
　さらに別の実施形態では、本発明は、望ましくない植生の防除において相乗効果を得る
ための有効量のＡＬＳ阻害薬系除草剤（すなわち、群（Ａ）、（Ｂ）および／または（Ｃ
）の構成員）および非ＡＬＳ阻害薬系除草剤（すなわち、ＡＬＳ酵素［アセトヒドロキシ
酸合成酵素；ＥＣ２．２．１．６］の阻害とは異なる作用機序を示す除草剤（群Ｄ除草剤
））の使用に関する。そのような相乗作用は、例えば１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤（す
なわち、群（Ａ）、（Ｂ）および／または（Ｃ）の構成員）および１以上の非ＡＬＳ阻害
薬系除草剤（群Ｄ除草剤）を一緒に、例えば共製剤としてまたはタンクミックスとして施
用する場合に認められ得る。しかしながらそれは、活性化合物を異なる時点で施用（分け
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て施用）した場合にも認められ得る。複数回に分けて（順次施用）、例えば発芽前施用と
その後の発芽後施用または早期発芽後施用とその後の中期もしくは後期発芽後施用で、Ａ
ＬＳ阻害薬系除草剤および非ＡＬＳ阻害薬系除草剤を施用することも可能である。ここで
好ましいものは、対象となる組み合わせでの（（Ａ）、（Ｂ）および／または（Ｃ））お
よび（Ｄ）の共同またはほぼ同時施用である。
【００７３】
　ＡＬＳ阻害薬系除草剤とともに施用される好適な相手除草剤は、例えば、上記で定義の
群（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）に属する除草剤とは構造的に異なる下記の除草剤、好まし
くは、例えば、Ｗｅｅｄ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　２６，　４４１－４４５（１９８６）、ま
たは″Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ″，　１４ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ，　
Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　ＰＲｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ，　２００
７もしくは１５ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ　２０１０、または相当する″ｅ－Ｐｅｓｔｉｃｉ
ｄｅ　Ｍａｎｕａｌ″，　Ｖｅｒｓｉｏｎ　５　（２０１０）（各場合、Ｂｒｉｔｉｓｈ
　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌによって刊行）（下記において、「
ＰＭ」と短縮される）、およびそこで引用の文献などに記載のアセチル補酵素Ａカルボキ
シラーゼ、ＰＳ　Ｉ、ＰＳ　ＩＩ、ＨＰＰＤＯ、フィトエンデサチュラーゼ、プロトポル
フィリノーゲン酸化酵素、グルタミン合成酵素、セルロース生合成、５－エノールピルビ
ルシキミ酸３－ホスフェート合成酵素の阻害に基づく除草活性化合物である。一般名のリ
ストは、インターネットの「Ｔｈｅ　Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ
　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ」でも入手可能である。群（Ａ）、（Ｂ）および／または（
Ｃ）のＡＬＳ－阻害薬系除草剤と組み合わせることができ、本発明に従って使用される文
献から公知の除草剤（括弧内の、以下において指示番号Ｄ１からＤ４２６によっても分類
させる一般名の前にある名称）は、例えば下記に挙げた活性化合物である（注：除草剤は
、適宜に一般的なコード番号とともに、国際標準化機構（ＩＳＯ）による「一般名」によ
って、または化学名によって言及され、各場合で、文脈上別の意味が示されない限り、全
ての使用形態、例えば酸、塩、エステルならびに立体異性体および光学異性体などの異性
体、特には市販の形態または複数の市販形態を含む。引用のものは、一つの使用形態のも
のであり、場合によっては２以上の使用形態のものである。）
　アセトクロル（＝Ｄ１）、アシベンゾラル（＝Ｄ２）、アシベンゾラル－Ｓ－メチル（
＝Ｄ３）、アシフルオルフェン（＝Ｄ４）、アシフルオルフェン－ナトリウム（＝Ｄ５）
、アクロニフェン（＝Ｄ６）、アラクロール（＝Ｄ７）、アリドクロール（＝Ｄ８）、ア
ロキシジム（＝Ｄ９）、アロキシジム－ナトリウム（＝Ｄ１０）、アメトリン（＝Ｄ１１
）、アミカルバゾン（＝Ｄ１２）、アミドクロル（＝Ｄ１３）、アミノシクロピラクロル
（＝Ｄ１４）、アミノピラリド（＝Ｄ１５）、アミトロール（＝Ｄ１６）、スルファミン
酸アンモニウム（＝Ｄ１７）、アンシミドール（＝Ｄ１８）、アニロホス（＝Ｄ１９）、
アスラム（＝Ｄ２０）、アトラジン（＝Ｄ２１）、アザフェニジン（＝Ｄ２２）、アジプ
ロトリン（＝Ｄ２３）、ベフルブタミド（＝Ｄ２４）、ベナゾリン（＝Ｄ２５）、ベナゾ
リン－エチル（＝Ｄ２６）、ベンカルバゾン（＝Ｄ２７）、ベンフルラリン（＝Ｄ２８）
、ベンフレセート（＝Ｄ２９）、ベンスリド（＝Ｄ３０）、ベンタゾン（＝Ｄ３１）、ベ
ンズフェンジゾン（＝Ｄ３２）、ベンゾビシクロン（＝Ｄ３３）、ベンゾフェナップ（＝
Ｄ３４）、ベンゾフルオル（＝Ｄ３５）、ベンゾイルプロップ（＝Ｄ３６）、ビシクロピ
ロン（＝Ｄ３７）、ビフェノックス（＝Ｄ３８）、ビラナホス（＝Ｄ３９）、ビラナホス
－ナトリウム（＝Ｄ４０）、ブロマシル（＝Ｄ４１）、ブロモブチド（＝Ｄ４２）、ブロ
モフェノキシム（＝Ｄ４３）、ブロモキシニル（＝Ｄ４４）、ブロムロン（＝Ｄ４５）、
ブミナホス（＝Ｄ４６）、ブソキシノン（ｂｕｓｏｘｉｎｏｎｅ）（＝Ｄ４７）、ブタク
ロール（＝Ｄ４８）、ブタフェナシル（＝Ｄ４９）、ブタミホス（＝Ｄ５０）、ブテナク
ロール（＝Ｄ５１）、ブトラリン（＝Ｄ５２）、ブトロキシジム（＝Ｄ５３）、ブチレー
ト（＝Ｄ５４）、カフェンストロール（＝Ｄ５５）、カルベタミド（＝Ｄ５６）、カルフ
ェントラゾン（＝Ｄ５７）、カルフェントラゾン－エチル（＝Ｄ５８）、クロメトキシフ
ェン（＝Ｄ５９）、クロランベン（＝Ｄ６０）、クロラジホップ（＝Ｄ６１）、クロラジ
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ホップ－ブチル（＝Ｄ６２）、クロルブロムロン（＝Ｄ６３）、クロルブファム（＝Ｄ６
４）、クロルフェナク（＝Ｄ６５）、クロルフェナク－ナトリウム（＝Ｄ６６）、クロル
フェンプロップ（＝Ｄ６７）、クロルフルレノール（＝Ｄ６８）、クロルフルレノール－
メチル（＝Ｄ６９）、クロリダゾン（＝Ｄ７０）、クロルメコート－クロリド（＝Ｄ７１
）、クロルニトルフェン（＝Ｄ７２）、クロロフタリム（ｃｈｌｏｒｏｐｈｔｈａｌｉｍ
）（＝Ｄ７３）、クロルタール－ジメチル（＝Ｄ７４）、クロロトルロン（＝Ｄ７５）、
シニドン（＝Ｄ７６）、シニドン－エチル（＝Ｄ７７）、シンメチリン（＝Ｄ７８）、ク
レトジム（＝Ｄ７９）、クロジナホップ（＝Ｄ８０）、クロジナホップ－プロパルギル（
＝Ｄ８１）、クロフェンセット（＝Ｄ８２）、クロマゾン（＝Ｄ８３）、クロメプロップ
（＝Ｄ８４）、クロプロップ（＝Ｄ８５）、クロピラリド（＝Ｄ８６）、クロランスラム
（＝Ｄ８７）、クロランスラム－メチル（＝Ｄ８８）、クミルロン（＝Ｄ８９）、シアナ
ミド（＝Ｄ９０）、シアナジン（＝Ｄ９１）、シクラニリド（＝Ｄ９２）、シクロエート
（＝Ｄ９３）、シクロキシジム（＝Ｄ９４）、シクルロン（＝Ｄ９５）、シハロホップ（
＝Ｄ９６）、シハロホップ－ブチル（＝Ｄ９７）、シペルコート（＝Ｄ９８）、シプラジ
ン（＝Ｄ９９）、シプラゾール（＝Ｄ１００）、２，４－Ｄ（＝Ｄ１０１）、２，４－Ｄ
Ｂ（＝Ｄ１０２）、ダイムロン（ｄａｉｍｕｒｏｎ）／ダイムロン（ｄｙｍｒｏｎ）（＝
Ｄ１０３）、ダラポン（＝Ｄ１０４）、ダミノジド（＝Ｄ１０５）、ダゾメット（＝Ｄ１
０６）、ｎ－デカノール（＝Ｄ１０７）、デスメジファム（＝Ｄ１０８）、デスメトリン
（＝Ｄ１０９）、デトシルピラゾレート（＝Ｄ１１０）、ダイアレート（ｄｉａｌｌａｔ
ｅ）（＝Ｄ１１１）、ジカンバ（＝Ｄ１１２）、ジクロベニル（＝Ｄ１１３）、ジクロル
プロップ（＝Ｄ１１４）、ジクロルプロップ－Ｐ（＝Ｄ１１５）、ジクロホップ（＝Ｄ１
１６）、ジクロホップ－メチル（＝Ｄ１１７）、ジクロホップ－Ｐ－メチル（＝Ｄ１１８
）、ジエタチル（＝Ｄ１１９）、ジエタチル－エチル（＝Ｄ１２０）、ジフェノクスロン
（＝Ｄ１２１）、ジフェンゾコート（＝Ｄ１２２）、ジフルフェニカン（＝Ｄ１２３）、
ジフルフェンゾピル（＝Ｄ１２４）、ジフルフェンゾピル－ナトリウム（＝Ｄ１２５）、
ジメフロン（＝Ｄ１２６）、ジケグラック－ナトリウム（＝Ｄ１２７）、ジメフロン（＝
Ｄ１２８）、ジメピペレート（＝Ｄ１２９）、ジメタクロール（＝Ｄ１３０）、ジメタメ
トリン（＝Ｄ１３１）、ジメテナミド（＝Ｄ１３２）、ジメテナミド－Ｐ（＝Ｄ１３３）
、ジメチピン（＝Ｄ１３４）、ジメトラスルフロン（＝Ｄ１３５）、ジニトラミン（＝Ｄ
１３６）、ジノセブ（＝Ｄ１３７）、ジノテルブ（＝Ｄ１３８）、ジフェナミド（＝Ｄ１
３９）、ジプロペトリン（＝Ｄ１４０）、ジクワット（＝Ｄ１４１）、ジクワットジブロ
ミド（＝Ｄ１４２）、ジチオピル（＝Ｄ１４３）、ジウロン（＝Ｄ１４４）、ＤＮＯＣ（
＝Ｄ１４５）、エグリナジン－エチル（＝Ｄ１４６）、エンドタール（＝Ｄ１４７）、Ｅ
ＰＴＣ（＝Ｄ１４８）、エスプロカルブ（＝Ｄ１４９）、エタルフルラリン（＝Ｄ１５０
）、エテホン（＝Ｄ１５１）、エチジムロン（＝Ｄ１５２）、エチオジン（＝Ｄ１５３）
、エトフメセート（＝Ｄ１５４）、エトキシフェン（＝Ｄ１５５）、エトキシフェン－エ
チル（＝Ｄ１５６）、エトベンザニド（＝Ｄ１５７）、Ｆ－５３３１（＝２－クロロ－４
－フルオロ－５－［４－（３－フルオロプロピル）－４，５－ジヒドロ－５－オキソ－１
Ｈ－テトラゾール－１－イル］－フェニル］－エタンスルホンアミド）（＝Ｄ１５８）、
Ｆ－７９６７（＝３－［７－クロロ－５－フルオロ－２－（トリフルオロメチル）－１Ｈ
－ベンズイミダゾール－４－イル］－１－メチル－６－（トリフルオロメチル）ピリミジ
ン－２，４（１Ｈ，３Ｈ）－ジオン）（＝Ｄ１５９）、フェノプロップ（＝Ｄ１６０）、
フェノキサプロップ（＝Ｄ１６１）、フェノキサプロップ－Ｐ（＝Ｄ１６２）、フェノキ
サプロップ－エチル（＝Ｄ１６３）、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル（＝Ｄ１６４）、
フェノキサスルホン（＝Ｄ１６５）、フェントラザミド（＝Ｄ１６６）、フェヌロン（＝
Ｄ１６７）、フラムプロップ（＝Ｄ１６８）、フラムプロップ－Ｍ－イソプロピル（＝Ｄ
１６９）、フラムプロップ－Ｍ－メチル（＝Ｄ１７０）、フルアジホップ（＝Ｄ１７１）
、フルアジホップ－Ｐ（＝Ｄ１７２）、フルアジホップ－ブチル（＝Ｄ１７３）、フルア
ジホップ－Ｐ－ブチル（＝Ｄ１７４）、フルアゾレート（ｆｌｕａｚｏｌａｔｅ）（＝Ｄ
１７５）、フルクロラリン（＝Ｄ１７６）、フルフェナセット（チフルアミド（ｔｈｉａ
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ｆｌｕａｍｉｄｅ））（＝Ｄ１７７）、フルフェンピル（＝Ｄ１７８）、フルフェンピル
－エチル（＝Ｄ１７９）、フルメトラリン（＝Ｄ１８０）、フルミクロラック（＝Ｄ１８
１）、フルミクロラック－ペンチル（＝Ｄ１８２）、フルミオキサジン（＝Ｄ１８３）、
フルミプロピン（＝Ｄ１８４）、フルオメツロン（＝Ｄ１８５）、フルオロジフェン（＝
Ｄ１８６）、フルオログリコフェン（＝Ｄ１８７）、フルオログリコフェン－エチル（＝
Ｄ１８８）、フルポキサム（＝Ｄ１８９）、フルプロパシル（＝Ｄ１９０）、フルプロパ
ネート（＝Ｄ１９１）、フルレノール（＝Ｄ１９２）、フルレノール－ブチル（＝Ｄ１９
３）、フルリドン（＝Ｄ１９４）、フルロクロリドン（＝Ｄ１９５）、フルロキシピル（
＝Ｄ１９６）、フルロキシピル－メプチル（＝Ｄ１９７）、フルルプリミドール（＝Ｄ１
９８）、フルルタモン（ｆｌｕｒｔａｍｏｎｅ）（＝Ｄ１９９）、フルチアセット（＝Ｄ
２００）、フルチアセット－メチル（＝Ｄ２０１）、フルチアミド（ｆｌｕｔｈｉａｍｉ
ｄｅ）（＝Ｄ２０２）、ホメサフェン（＝２０３）（＝Ｄ）、ホルクロルフェニュロン（
＝Ｄ２０４）、ホサミン（＝Ｄ２０５）、フリルオキシフェン（ｆｕｒｙｌｏｘｙｆｅｎ
）（＝Ｄ２０６）、ジベレリン酸（＝Ｄ２０７）、グルホシネート（＝Ｄ２０８）、グル
ホシネート－アンモニウム（＝Ｄ２０９）、グルホシネート－Ｐ（＝Ｄ２１０）、グルホ
シネート－Ｐ－アンモニウム（＝Ｄ２１１）、グルホシネート－Ｐ－ナトリウム（＝Ｄ２
１２）、グリホセート（＝Ｄ２１３）、グリホセート－イソプロピルアンモニウム（＝Ｄ
２１４）、Ｈ－９２０１（＝Ｏ－（２，４－ジメチル－６－ニトロフェニル）－Ｏ－エチ
ル－イソプロピルホスホルアミドチオエート）（＝Ｄ２１５）、ハロサフェン（ｈａｌｏ
ｓａｆｅｎ）（＝Ｄ２１６）、ハロキシホップ（＝Ｄ２１７）、ハロキシホップ－Ｐ（＝
Ｄ２１８）、ハロキシホップ－エトキシエチル（＝Ｄ２１９）、ハロキシホップ－Ｐ－エ
トキシエチル（＝Ｄ２２０）、ハロキシホップ－メチル（＝Ｄ２２１）、ハロキシホップ
－Ｐ－メチル（＝Ｄ２２２）、ヘキサジノン（＝Ｄ２２３）、ＨＷ－０２（＝（２，４－
ジクロロフェノキシ）酢酸１－（ジメトキシホスホリル）－エチル）（＝Ｄ２２４）、イ
ナベンフィド（＝Ｄ２２５）、インダノファン（＝Ｄ２２６）、インダジフラム（＝Ｄ２
２７）、インドール－３－酢酸（ＩＡＡ）（＝Ｄ２２８）、４－インドール－３－イル酪
酸（ＩＢＡ）（＝Ｄ２２９）、イオキシニル（＝Ｄ２３０）、イプフェンカルバゾン（＝
Ｄ２３１）、イソカルバミド（＝Ｄ２３２）、イソプロパリン（＝Ｄ２３３）、イソプロ
ツロン（＝Ｄ２３４）、イソウロン（＝Ｄ２３５）、イソキサベン（＝Ｄ２３６）、イソ
キサクロトール（＝Ｄ２３７）、イソキサフルトール（＝Ｄ２３８）、イソキサピリホッ
プ（＝Ｄ２３９）、ＫＵＨ－０４３（＝３－（｛［５－（ジフルオロメチル）－１－メチ
ル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル］メチル｝スルホニル）
－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール）（＝Ｄ２４０）、カル
ブチレート（＝Ｄ２４１）、ケトスピラドックス（ｋｅｔｏｓｐｉｒａｄｏｘ）（＝Ｄ２
４２）、ラクトフェン（＝Ｄ２４３）、レナシル（＝Ｄ２４４）、リニュロン（＝Ｄ２４
５）、マレイン酸ヒドラジド（＝Ｄ２４６）、ＭＣＰＡ（＝Ｄ２４７）、ＭＣＰＢ（＝Ｄ
２４８）、ＭＣＰＢ－メチル、－エチルおよび－ナトリウム（＝Ｄ２４９）、メコプロッ
プ（＝Ｄ２５０）、メコプロップ－ナトリウム（＝Ｄ２５１）、メコプロップ－ブトチル
（＝Ｄ２５２）、メコプロップ－Ｐ－ブトチル（＝Ｄ２５３）、メコプロップ－Ｐ－ジメ
チルアンモニウム（＝Ｄ２５４）、メコプロップ－Ｐ－２－エチルヘキシル（＝Ｄ２５５
）、メコプロップ－Ｐ－カリウム（＝Ｄ２５６）、メフェナセット（＝Ｄ２５７）、メフ
ルイジド（＝Ｄ２５８）、メピコート－クロリド（＝Ｄ２５９）、メソトリオン（＝Ｄ２
６０）、メタベンズチアズロン（＝Ｄ２６１）、メタム（＝Ｄ２６２）、メタミホップ（
ｍｅｔａｍｉｆｏｐ）（＝Ｄ２６３）、メタミトロン（＝Ｄ２６４）、メタザクロール（
＝Ｄ２６５）、メタゾール（＝Ｄ２６６）、メチオピルスルフロン（ｍｅｔｈｉｏｐｙｒ
ｓｕｌｆｕｒｏｎ）（＝Ｄ２６７）、メチオゾリン（＝Ｄ２６８）、メトキシフェノン（
＝Ｄ２６９）、メチルダイムロン（＝Ｄ２７０）、１－メチルシクロプロペン（＝Ｄ２７
１）、イソチオシアン酸メチル（＝Ｄ２７２）、メトベンズロン（＝Ｄ２７３）、メトブ
ロムロン（＝Ｄ２７４）、メトラクロール（＝Ｄ２７５）、Ｓ－メトラクロール（＝Ｄ２
７６）、メトクスロン（＝Ｄ２７７）、メトリブジン（＝Ｄ２７８）、モリネート（＝Ｄ
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２７９）、モナリド（＝Ｄ２８０）、モノカルバミド（＝Ｄ２８１）、モノカルバミド二
水素硫酸塩（＝Ｄ２８２）、モノリニュロン（＝Ｄ２８３）、モノスルフロン－エステル
（＝Ｄ２８４）、モニュロン（＝Ｄ２８５）、ＭＴ１２８（＝６－クロロ－Ｎ－［（２Ｅ
）－３－クロロプロプ－２－エン－１－イル］－５－メチル－Ｎ－フェニルピリダジン－
３－アミン）（＝Ｄ２８６）、ＭＴ－５９５０（＝Ｎ－［３－クロロ－４－（１－メチル
エチル）－フェニル］－２－メチルペンタンアミド）（＝Ｄ２８７）、ＮＧＧＣ－０１１
（
＝Ｄ２８８）、ナプロアニリド（＝Ｄ２８９）、ナプロパミド（＝Ｄ２９０）、ナプタラ
ム（＝Ｄ２９１）、ＮＣ－３１０（＝４－（２，４－ジクロロベンゾイル）－１－メチル
－５－ベンジルオキシピラゾール）（＝Ｄ２９２）、ネブロン（＝Ｄ２９３）、ニピラク
ロフェン（＝Ｄ２９４）、ニトラリン（＝Ｄ２９５）、ニトロフェン（＝Ｄ２９６）、ニ
トロフェノラト－ナトリウム（ｎｉｔｒｏｐｈｅｎｏｌａｔ－ｓｏｄｉｕｍ）（異性体混
合物）（＝Ｄ２９７）、ニトロフルオルフェン（＝Ｄ２９８）、ノナン酸（＝Ｄ２９９）
、ノルフルラゾン（＝Ｄ３００）、オルベンカルブ（＝Ｄ３０１）、オリザリン（＝Ｄ３
０２）、オキサジアルギル（＝Ｄ３０３）、オキサジアゾン（＝Ｄ３０４）、オキサジク
ロメフォン（＝Ｄ３０５）、オキシフルオルフェン（＝Ｄ３０６）、パクロブトラゾール
（＝Ｄ３０７）、パラコート（＝Ｄ３０８）、パラコートジクロリド（＝Ｄ３０９）、ペ
ラルゴン酸（ノナン酸）（＝Ｄ３１０）、ペンジメタリン（＝Ｄ３１１）、ペンドラリン
（ｐｅｎｄｒａｌｉｎ）（＝Ｄ３１２）、ペンタノクロル（＝Ｄ３１３）、ペントキサゾ
ン（＝Ｄ３１４）、ペルフルイドン（＝Ｄ３１５）、ペトキサミド（＝Ｄ３１７）、フェ
ニソファム（＝Ｄ３１８）、フェンメジファム（＝Ｄ３１９）、フェンメジファム－エチ
ル（＝Ｄ３２０）、ピクロラム（＝Ｄ３２１）、ピコリナフェン（＝Ｄ３２２）、ピノキ
サデン（＝Ｄ３２３）、ピペロホス（＝Ｄ３２４）、ピリフェノップ（＝Ｄ３２５）、ピ
リフェノップ－ブチル（＝Ｄ３２６）、プレチラクロール（＝Ｄ３２７）、プロベナゾー
ル（＝Ｄ３２８）、プロフルアゾール（ｐｒｏｆｌｕａｚｏｌ）（＝Ｄ３２９）、プロシ
アジン（＝Ｄ３３０）、プロジアミン（＝Ｄ３３１）、プリフルラリン（ｐｒｉｆｌｕｒ
ａｌｉｎｅ）（＝Ｄ３３２）、プロホキシジム（ｐｒｏｆｏｘｙｄｉｍ）（＝Ｄ３３３）
、プロヘキサジオン（＝Ｄ３３４）、プロヘキサジオン－カルシウム（＝Ｄ３３５）、プ
ロヒドロジャスモン（ｐｒｏｈｙｄｒｏｊａｓｍｏｎｅ）（＝Ｄ３３６）、プロメトン（
＝Ｄ３３７）、プロメトリン（＝Ｄ３３８）、プロパクロル（＝Ｄ３３９）、プロパニル
（＝Ｄ３４０）、プロパキザホップ（＝Ｄ３４１）、プロパジン（＝Ｄ３４２）、プロフ
ァム（＝Ｄ３４３）、プロピソクロール（＝Ｄ３４４）、プロピザミド（＝Ｄ３４５）、
プロスルファリン（＝Ｄ３４６）、プロスルホカルブ（＝Ｄ３４７）、プリナクロール（
＝Ｄ３４８）、ピラクロニル（＝Ｄ３４９）、ピラフルフェン（＝Ｄ３５０）、ピラフル
フェン－エチル（＝Ｄ３５１）、ピラスルホトール（＝Ｄ３５２）、ピラゾリネート（ピ
ラゾレート）（＝Ｄ３５３）、ピラゾキシフェン（＝Ｄ３５４）、ピリバムベンズ（ｐｙ
ｒｉｂａｍｂｅｎｚ）（＝Ｄ３５５）、ピリブチカルブ（＝Ｄ３５６）、ピリダフォル（
ｐｙｒｉｄａｆｏｌ）（＝Ｄ３５７）、ピリデート（＝Ｄ３５８）、ピリミノバック（ｐ
ｙｒｉｍｉｎｏｂａｃ）（＝Ｄ３５９）、ピリミスルファン（＝Ｄ３６０）、ピロキサス
ルホン（ｐｙｒｏｘａｓｕｌｆｏｎｅ）（＝Ｄ３６１）、キンクロラック（＝Ｄ３６２）
、キンメラック（＝Ｄ３６３）、キノクラミン（＝Ｄ３６４）、キザロホップ（＝Ｄ３６
５）、キザロホップ－エチル（＝Ｄ３６６）、キザロホップ－Ｐ（＝Ｄ３６７）、キザロ
ホップ－Ｐ－エチル（＝Ｄ３６８）、キザロホップ－Ｐ－テフリル（＝Ｄ３６９）、サフ
ルフェナシル（＝Ｄ３７０）、セクブメトン（＝Ｄ３７１）、セトキシジム（＝Ｄ３７２
）、シデュロン（＝Ｄ３７３）、シマジン（＝Ｄ３７４）、シメトリン（＝Ｄ３７５）、
ＳＮ－１０６２７９（＝メチル－（２Ｒ）－２－（｛７－［２－クロロ－４－（トリフル
オロメチル）フェノキシ］－２－ナフチル｝オキシ）プロパノエート）（＝Ｄ３７６）、
スルコトリオン（＝Ｄ３７７）、スルファレート（ＣＤＥＣ）（＝Ｄ３７８）、スルフェ
ントラゾン（＝Ｄ３７９）、スルホセート（グリホセート－トリメシウム）（＝Ｄ３８０
）、ＳＹＮ－５２３（＝Ｄ３８１）、ＳＹＰ－２４９（＝１－エトキシ－３－メチル－１
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－オキソブト－３－エン－２－イル－５－［２－クロロ－４－（トリフルオロメチル）フ
ェノキシ］－２－ニトロベンゾエート）（＝Ｄ３８２）、テブタム（＝Ｄ３８３）、テブ
チウロン（＝Ｄ３８４）、テクナゼン（＝Ｄ３８５）、テフリルトリオン（＝Ｄ３８６）
、テンボトリオン（＝Ｄ３８７）、テプラロキシジム（＝Ｄ３８８）、テルバシル（＝Ｄ
３８９）、テルブカルブ（＝Ｄ３９０）、テルブクロル（＝Ｄ３９１）、テルブメトン（
＝Ｄ３９２）、テルブチラジン（＝Ｄ３９３）、テルブトリン（ｔｅｒｂｕｔｒｙｎ）（
＝Ｄ３９４）、テニルクロール（＝Ｄ３９５）、チアフルアミド（ｔｈｉａｆｌｕａｍｉ
ｄｅ）（＝Ｄ３９６）、チアザフルロン（＝Ｄ３９７）、チアゾピル（＝Ｄ３９８）、チ
ジアジミン（＝Ｄ３９９）、チジアズロン（ｔｈｉｄｉａｚｕｒｏｎ）（＝Ｄ４００）、
チオベンカルブ（＝Ｄ４０１）、チオカルバジル（＝Ｄ４０２）、トプラメゾン（＝Ｄ４
０３）、トラルコキシジム（＝Ｄ４０４）、トリアラート（＝Ｄ４０５）、トリアジフラ
ム（ｔｒｉａｚｉｆｌａｍ）（＝Ｄ４０６）、トリアゾフェナミド（＝Ｄ４０７）、トリ
クロロ酢酸（ＴＣＡ）（＝Ｄ４０８）、トリクロピル（＝Ｄ４０９）、トリジファン（＝
Ｄ４１０）、トリエタジン（＝Ｄ４１１）、トリフルラリン（＝Ｄ４１２）、トリメツロ
ン（＝Ｄ４１３）、トリネキサパック（＝Ｄ４１４）、トリネキサパック－エチル（＝Ｄ
４１５）、チトデフ（＝Ｄ４１６）、ユニコナゾール（＝Ｄ４１７）、ユニコナゾール－
Ｐ（＝Ｄ４１８）、ベルノレート（＝Ｄ４１９）、ＺＪ－０８６２（＝３，４－ジクロロ
－Ｎ－｛２－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）オキシ］ベンジル｝アニリ
ン）（＝Ｄ４２０）および下記のそれぞれ化学構造によって定義される化合物。
【化７】

【００７４】
　上記で定義の群（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）に属するＡＬＳ阻害薬系除草剤とは構造的
におよび作用機序によって異なり、ＡＬＳ遺伝子に突然変異を有することで５６９位に天
然トリプトファンと異なるアミノ酸を有し、１８８位に天然プロリンと異なるアミノ酸を
有するＡＬＳポリペプチドをコードするＡＬＳ阻害薬系除草剤耐性テンサイ（Ｂｅｔａ　
ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、好ましくはサトウダイコン植物、好ましくは野生型ＡＬＳタン
パク質のトリプトファンが５６９位でロイシンによって置換されており、および／または
野生型ＡＬＳタンパク質のプロリンが１８８位でセリンによって置換されているものの防
除のために本発明に従って施用される好ましい除草剤は、
　クロリダゾン（＝Ｄ７０）、クレトジム（＝Ｄ７９）、クロジナホップ（＝Ｄ８０）、
クロジナホップ－プロパルギル（＝Ｄ８１）、クロピラリド（＝Ｄ８６）、シクロキシジ
ム（＝Ｄ９４）、デスメジファム（＝Ｄ１０８）、ジメテナミド（＝Ｄ１３２）、ジメテ
ナミド－Ｐ（＝Ｄ１３３）、エトフメセート（＝Ｄ１５４）、フェノキサプロップ（＝Ｄ
１６１）、フェノキサプロップ－Ｐ（＝Ｄ１６２）、フェノキサプロップ－エチル（＝Ｄ
１６３）、フェノキサプロップ－Ｐ－エチル（＝Ｄ１６４）、フルアジホップ（＝Ｄ１７
１）、フルアジホップ－Ｐ（＝Ｄ１７２）、フルアジホップ－ブチル（＝Ｄ１７３）、フ
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ルアジホップ－Ｐ－ブチル（＝Ｄ１７４）、グルホシネート（＝Ｄ２０８）、グルホシネ
ート－アンモニウム（＝Ｄ２０９）、グルホシネート－Ｐ（＝Ｄ２１０）、グルホシネー
ト－Ｐ－アンモニウム（＝Ｄ２１１）、グルホシネート－Ｐ－ナトリウム（＝Ｄ２１２）
、グリホセート（＝Ｄ２１３）、グリホセート－イソプロピルアンモニウム（＝Ｄ２１４
）、ハロキシホップ（＝Ｄ２１７）、ハロキシホップ－Ｐ（＝Ｄ２１８）、ハロキシホッ
プ－エトキシエチル（＝Ｄ２１９）、ハロキシホップ－Ｐ－エトキシエチル（＝Ｄ２２０
）、ハロキシホップ－メチル（＝Ｄ２２１）、ハロキシホップ－Ｐ－メチル（＝Ｄ２２２
）、レナシル（＝Ｄ２４４）、メタミトロン（＝Ｄ２６４）、フェンメジファム（＝Ｄ３
１９）、フェンメジファム－エチル（＝Ｄ３２０）、プロパキザホップ（＝Ｄ３４１）、
キンメラック（＝Ｄ３６３）、キザロホップ（＝Ｄ３６５）、キザロホップ－エチル（＝
Ｄ３６６）、キザロホップ－Ｐ（＝Ｄ３６７）、キザロホップ－Ｐ－エチル（＝Ｄ３６８
）、キザロホップ－Ｐ－テフリル（＝Ｄ３６９）、セトキシジム（＝Ｄ３７２）の群に属
するものである。
【００７５】
　上記で定義の群（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）に属するＡＬＳ阻害薬系除草剤とは異なり
、群（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）に属するＡＬＳ阻害薬系除草剤と関連して本発明に従っ
て施用されるさらにより好ましい別の除草剤は、
　デスメジファム（＝Ｄ１０８）、エトフメセート（＝Ｄ１５４）、グルホシネート（＝
Ｄ２０８）、グルホシネート－アンモニウム（＝Ｄ２０９）、グルホシネート－Ｐ（＝Ｄ
２１０）、グルホシネート－Ｐ－アンモニウム（＝Ｄ２１１）、グルホシネート－Ｐ－ナ
トリウム（＝Ｄ２１２）、グリホセート（＝Ｄ２１３）、グリホセート－イソプロピルア
ンモニウム（＝Ｄ２１４）、レナシル（＝Ｄ２４４）、メタミトロン（＝Ｄ２６４）、フ
ェンメジファム（＝Ｄ３１９）、フェンメジファム－エチル（＝Ｄ３２０）の群に属する
ものである。
【００７６】
　望ましくない植生の防除に本発明に従って使用する上で非常に特に興味深いＡＬＳ阻害
薬系除草剤および非ＡＬＳ阻害薬系除草剤を含む混合物、１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤
（群（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）の１以上に属する化合物）および非ＡＬＳ阻害薬系除草
剤（群（Ｄ）構成員；上記で定義）の混合物を含む組成物は、次のものである。
【００７７】
　（Ａ１－１）＋（Ｄ１０８）；（Ａ１－１）＋（Ｄ１５４）；（Ａ１－１）＋（Ｄ２０
８）；（Ａ１－１）＋（Ｄ２０９）；
　（Ａ１－１）＋（Ｄ２１０）；（Ａ１－１）＋（Ｄ２１２）；（Ａ１－１）＋（Ｄ２１
３）；（Ａ１－１）＋（Ｄ２１４）；
　（Ａ１－１）＋（Ｄ２４４）；（Ａ１－１）＋（Ｄ２６４）；（Ａ１－１）＋（Ｄ３１
９）；（Ａ１－１）＋（Ｄ３２０）。
【００７８】
　（Ａ１－１３）＋（Ｄ１０８）；（Ａ１－１３）＋（Ｄ１５４）；（Ａ１－１３）＋（
Ｄ２０８）；（Ａ１－１３）＋（Ｄ２０９）；
　（Ａ１－１３）＋（Ｄ２１０）；（Ａ１－１３）＋（Ｄ２１２）；（Ａ１－１３）＋（
Ｄ２１３）；（Ａ１－１３）＋（Ｄ２１４）；
　（Ａ１－１３）＋（Ｄ２４４）；（Ａ１－１３）＋（Ｄ２６４）；（Ａ１－１３）＋（
Ｄ３１９）；（Ａ１－１３）＋（Ｄ３２０）。
【００７９】
　（Ａ１－１６）＋（Ｄ１０８）；（Ａ１－１６）＋（Ｄ１５４）；（Ａ１－１６）＋（
Ｄ２０８）；（Ａ１－１６）＋（Ｄ２０９）；
　（Ａ１－１６）＋（Ｄ２１０）；（Ａ１－１６）＋（Ｄ２１２）；（Ａ１－１６）＋（
Ｄ２１３）；（Ａ１－１６）＋（Ｄ２１４）；
　（Ａ１－１６）＋（Ｄ２４４）；（Ａ１－１６）＋（Ｄ２６４）；（Ａ１－１６）＋（
Ｄ３１９）；（Ａ１－１６）＋（Ｄ３２０）。
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【００８０】
　（Ａ１－３９）＋（Ｄ１０８）；（Ａ１－３９）＋（Ｄ１５４）；（Ａ１－３９）＋（
Ｄ２０８）；（Ａ１－３９）＋（Ｄ２０９）；
　（Ａ１－３９）＋（Ｄ２１０）；（Ａ１－３９）＋（Ｄ２１２）；（Ａ１－３９）＋（
Ｄ２１３）；（Ａ１－３９）＋（Ｄ２１４）；
　（Ａ１－３９）＋（Ｄ２４４）；（Ａ１－３９）＋（Ｄ２６４）；（Ａ１－３９）＋（
Ｄ３１９）；（Ａ１－３９）＋（Ｄ３２０）。
【００８１】
　（Ａ１－４１）＋（Ｄ１０８）；（Ａ１－４１）＋（Ｄ１５４）；（Ａ１－４１）＋（
Ｄ２０８）；（Ａ１－４１）＋（Ｄ２０９）；
　（Ａ１－４１）＋（Ｄ２１０）；（Ａ１－４１）＋（Ｄ２１２）；（Ａ１－４１）＋（
Ｄ２１３）；（Ａ１－４１）＋（Ｄ２１４）；
　（Ａ１－４１）＋（Ｄ２４４）；（Ａ１－４１）＋（Ｄ２６４）；（Ａ１－４１）＋（
Ｄ３１９）；（Ａ１－４１）＋（Ｄ３２０）。
【００８２】
　（Ａ１－８３）＋（Ｄ１０８）；（Ａ１－８３）＋（Ｄ１５４）；（Ａ１－８３）＋（
Ｄ２０８）；（Ａ１－８３）＋（Ｄ２０９）；
　（Ａ１－８３）＋（Ｄ２１０）；（Ａ１－８３）＋（Ｄ２１２）；（Ａ１－８３）＋（
Ｄ２１３）；（Ａ１－８３）＋（Ｄ２１４）；
　（Ａ１－８３）＋（Ｄ２４４）；（Ａ１－８３）＋（Ｄ２６４）；（Ａ１－８３）＋（
Ｄ３１９）；（Ａ１－８３）＋（Ｄ３２０）。
【００８３】
　（Ａ１－８７）＋（Ｄ１０８）；（Ａ１－８７）＋（Ｄ１５４）；（Ａ１－８７）＋（
Ｄ２０８）；（Ａ１－８７）＋（Ｄ２０９）；
　（Ａ１－８７）＋（Ｄ２１０）；（Ａ１－８７）＋（Ｄ２１２）；（Ａ１－８７）＋（
Ｄ２１３）；（Ａ１－８７）＋（Ｄ２１４）；
　（Ａ１－８７）＋（Ｄ２４４）；（Ａ１－８７）＋（Ｄ２６４）；（Ａ１－８７）＋（
Ｄ３１９）；（Ａ１－８７）＋（Ｄ３２０）。
【００８４】
　（Ａ２－３）＋（Ｄ１０８）；（Ａ２－３）＋（Ｄ１５４）；（Ａ２－３）＋（Ｄ２０
８）；（Ａ２－３）＋（Ｄ２０９）；
　（Ａ２－３）＋（Ｄ２１０）；（Ａ２－３）＋（Ｄ２１２）；（Ａ２－３）＋（Ｄ２１
３）；（Ａ２－３）＋（Ｄ２１４）；
　（Ａ２－３）＋（Ｄ２４４）；（Ａ２－３）＋（Ｄ２６４）；（Ａ２－３）＋（Ｄ３１
９）；（Ａ２－３）＋（Ｄ３２０）。
【００８５】
　（Ｂ１－２）＋（Ｄ１０８）；（Ｂ１－２）＋（Ｄ１５４）；（Ｂ１－２）＋（Ｄ２０
８）；（Ｂ１－２）＋（Ｄ２０９）；
　（Ｂ１－２）＋（Ｄ２１０）；（Ｂ１－２）＋（Ｄ２１２）；（Ｂ１－２）＋（Ｄ２１
３）；（Ｂ１－２）＋（Ｄ２１４）；
　（Ｂ１－２）＋（Ｄ２４４）；（Ｂ１－２）＋（Ｄ２６４）；（Ｂ１－２）＋（Ｄ３１
９）；（Ｂ１－２）＋（Ｄ３２０）。
【００８６】
　（Ｃ１－１）＋（Ｄ１０８）；（Ｃ１－１）＋（Ｄ１５４）；（Ｃ１－１）＋（Ｄ２０
８）；（Ｃ１－１）＋（Ｄ２０９）；
　（Ｃ１－１）＋（Ｄ２１０）；（Ｃ１－１）＋（Ｄ２１２）；（Ｃ１－１）＋（Ｄ２１
３）；（Ｃ１－１）＋（Ｄ２１４）；
　（Ｃ１－１）＋（Ｄ２４４）；（Ｃ１－１）＋（Ｄ２６４）；（Ｃ１－１）＋（Ｄ３１
９）；（Ｃ１－１）＋（Ｄ３２０）。
【００８７】
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　ＡＬＳ阻害薬系除草剤の施用は、地下茎、根茎および他の多年生器官から新芽を生じる
、そして防除が困難な多年生雑草に対して効率的に作用する。ここで、当該物質は、例え
ば、播種前法、発芽前法または発芽後法により、例えば一緒にまたは別個に施用すること
ができる。好ましくは、例えば、発芽後法により、特に発芽した有害植物に施用を行う。
【００８８】
　ＡＬＳ阻害薬系除草剤によって防除することができる単子葉および双子葉雑草植物相の
いくつかの代表的なものの具体例を挙げることができるが、列記はある種の植物種に限定
されるものではない。
【００８９】
　本発明による施用が効率的に作用する雑草種の例には、単子葉雑草種の中から、カラス
ムギ属種（Ａｖｅｎａ　ｓｐｐ．）、スズメノテッポウ属種（Ａｌｏｐｅｃｕｒｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、アペラ属種（Ａｐｅｒａ　ｓｐｐ．）、ビロードキビ属種（Ｂｒａｃｈｉａｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、スズメノチャヒキ属種（Ｂｒｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、メヒシバ属種（
Ｄｉｇｉｔａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ドクムギ属種（Ｌｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ヒエ属種
（Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｓｐｐ．）、キビ属種（Ｐａｎｉｃｕｍ　ｓｐｐ．）、クサ
ヨシ属種（Ｐｈａｌａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、イチゴツナギ属（Ｐｏａ　ｓｐｐ．）、エノ
コログサ属種（Ｓｅｔａｒｉａ　ｓｐｐ．）、さらには一年生群からのカヤツリグサ属種
（Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、ならびに多年生種の中から、カモジグサ属種（Ａ
ｇｒｏｐｙｒｏｎ）、ギョウギシバ属種（Ｃｙｎｏｄｏｎ）、スズメノテッポウ属種（Ｉ
ｍｐｅｒａｔａ）およびモロコシ属種（Ｓｏｒｇｈｕｍ）、さらには多年生カヤツリグサ
属種（Ｃｙｐｅｒｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）がある。
【００９０】
　双子葉雑草種の場合、作用のスペクトラムは、例えば、一年生雑草の中ではイチビ属種
（Ａｂｕｔｉｌｏｎ　ｓｐｐ．）、ヒユ属種（Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、アカ
ザ属種（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、キク属種（Ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｕｍ
　ｓｐｐ．）、ヤエムグラ属種（Ｇａｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、サツマイモ属種（Ｉｐｏｍ
ｏｅａ　ｓｐｐ．）、ホウキギ属種（Ｋｏｃｈｉａ　ｓｐｐ．）、オドリコソウ属種（Ｌ
ａｍｉｕｍ　ｓｐｐ．）、シカレギク属種（Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｓｐｐ．）、アサガ
オ属種（Ｐｈａｒｂｉｔｉｓ　ｓｐｐ．）、タデ属種（Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｓｐｐ．）
、キンゴジカ属種（Ｓｉｄａ　ｓｐｐ．）、シロガラシ属種（Ｓｉｎａｐｉｓ　ｓｐｐ．
）、ナス属種（Ｓｏｌａｎｕｍ　ｓｐｐ．）、ハコベ属種（Ｓｔｅｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ
．）、クワガタソウ属種（Ｖｅｒｏｎｉｃａ　ｓｐｐ．）およびスミレ属種（Ｖｉｏｌａ
　ｓｐｐ．）、オナモミ属種（Ｘａｎｔｈｉｕｍ　ｓｐｐ．）、そして多年生雑草の場合
にはセイヨウヒルガオ属種（Ｃｏｎｖｏｌｖｕｌｕｓ）、アザミ属種（Ｃｉｒｓｉｕｍ）
、ギシギシ属種（Ｒｕｍｅｘ）およびヨモギ属種（Ａｒｔｅｍｉｓｉａ）などの属に拡大
される。
【００９１】
　１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤が単独でまたはＡＬＳ阻害薬系除草剤の分類に属さない
１以上の除草剤と組み合わせて、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、好ましくは
サトウダイコン成長区域における望ましくない植生の防除のために施用されるテンサイ（
Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、好ましくはサトウダイコン植物であって、テンサイ
（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、好ましくはサトウダイコンが、ＡＬＳ遺伝子に突
然変異を含むことで、５６９位に天然トリプトファンとは異なるアミノ酸を有し、１８８
位に天然プロリンとは異なるアミノ酸を有するＡＬＳポリペプチドをコードしている植物
は、正倍数体または異数体であることが好ましい。ここで、正倍数体植物は好ましくは一
倍体、二倍体、四倍体、六倍体、八倍体、十倍体または十二倍体であることができ、異数
体植物は好ましくは三倍体または五倍体であることができる。
【００９２】
　明瞭に別途断りがない限り、本明細書で使用される場合、「植物」という用語は、いず
れかの発達段階にある植物を意味したものである。
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【００９３】
　個々の遺伝的背景－そのような突然変異がヘテロ接合的にのみ存在する同じ遺伝的背景
のテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物に応じて、内在性ＡＬＳ遺伝子の非トラ
ンスジェニック突然変異についてホモ接合性である除草剤耐性テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕ
ｌｇａｒｉｓ）植物は、より良好な農学的レベルのＡＬＳ阻害薬系除草剤耐性を示すもの
と考えられる。
【００９４】
　この文脈では、「ホモ接合性」は、本発明の植物が、異なるＤＮＡ鎖上に、特にＡＬＳ
遺伝子座に同じ対立遺伝子の二つのコピーを有することを示す。
【００９５】
　従って、本明細書で使用される場合、「ヘテロ接合性」または「ヘテロ接合的に」とい
う用語は、本発明の植物が、特定の座、特にＡＬＳ遺伝子座に異なる対立遺伝子を有する
ことを意味する。
【００９６】
　従って、本発明は、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、好ましくはサトウ
ダイコン植物が、（ｉ）５６９位にトリプトファンと異なるアミノ酸（好ましくは、野生
型ＡＬＳタンパク質のトリプトファンが５６９位でロイシンによって置換されている。）
および（ｉｉ）１８８位にプロリンと異なるアミノ酸（好ましくは、野生型ＡＬＳタンパ
ク質のプロリンが１８８位でセリンによって置換されている。）を含むＡＬＳタンパク質
をコードする内在性ＡＬＳ遺伝子のコドンに突然変異を含む、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕ
ｌｇａｒｉｓ）、好ましくはサトウダイコンが成長する区域での雑草防除のための、１以
上のＡＬＳ阻害薬系除草剤単独または１以上の非ＡＬＳ阻害薬系除草剤との組み合わせで
の使用に関する。内在性ＡＬＳ遺伝子のこれらの突然変異は、ヘテロ接合的に存在するこ
とができ、好ましくはＡＬＳ遺伝子のただ二つのみの突然変異であることができる。より
好ましくは、個々の突然変異はホモ接合的に存在することができ、最も好ましくは、個々
の突然変異は、内在性ＡＬＳ遺伝子のただ二つの突然変異としてホモ接合的に存在する。
【００９７】
　除草特性および植物成長調節特性があるため、単独または非ＡＬＳ阻害薬系除草剤との
組み合わせでの群（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）の１以上に属するＡＬＳ阻害薬系除草剤を
、既知のテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、好ましくはサトウダイコン植物にお
ける、さらにはすでに存在するか現在も開発する必要がある耐性もしくは遺伝子組み換え
作物植物における有害植物の防除に用いることができる。概して、トランスジェニック植
物は、本発明によるＡＬＳ阻害薬系除草剤に対する耐性に加えて、特定の有利な特性によ
って、例えば、非ＡＬＳ阻害薬系除草剤に対する耐性、植物病害またはある種の昆虫また
は真菌、細菌もしくはウィルスなどの微生物のような植物病害の原因生物に対する抵抗性
によって区別される。他の特定の特性は、例えば、量、品質、貯蔵性、組成および特定の
構成成分に関しての収穫物に関係するものである。従って、デンプン含有率が高くなった
、またはデンプンの品質が変わった、または収穫物が異なる脂肪酸組成を有するトランス
ジェニック植物が知られている。
【００９８】
　これまでに発生している植物と比較して改変された特性を有する新規な植物を発生させ
る従来の方法は、例えば、従来の育種法および突然変異体の発生に存するものである。あ
るいは、特性が変化した新規な植物は、組換え法を用いて発生させることができる（例え
ば、ＥＰ－Ａ－０２２１０４４、ＥＰ－Ａ－０１３１６２４を参照）。例えば、いくつか
の場合で、下記のものが報告されている。
【００９９】
　－植物で合成されるデンプンを改変することを目的とした作物植物の組換え技術による
改変（例えばＷＯ９２／１１３７６、ＷＯ９２／１４８２７、ＷＯ９１／１９８０６）、
　－非ＡＬＳ阻害薬系除草剤に対する耐性を示すトランスジェニック作物植物、
　－ある種の有害生物に対して植物を抵抗性にする、バチルス・チューリンゲンシス（Ｂ
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ａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）毒素（Ｂｔ毒素）の産生能力を有するト
ランスジェニック作物植物（ＥＰ－Ａ－０１４２９２４、ＥＰ－Ａ－０１９３２５９）、
　－脂肪酸組成が変化したトランスジェニック作物植物（ＷＯ９１／１３９７２）。
【０１００】
　分子生物学における非常に多くの技術が知られており、基本的にそれを利用して、改変
された特性を有する新規なトランスジェニック植物を発生させることができる（例えば、
Ｓａｍｂｒｏｏｋ　ｅｔ　ａｌ．，　１９８９，　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｃｌｏｎｉｎｇ
，　Ａ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｍａｎｕａｌ，　２ｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，　Ｃｏｌｄ
　Ｓｐｒｉｎｇ　Ｈａｒｂｏｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｐｒｅｓｓ，　Ｃｏｌｄ　Ｓｐ
ｒｉｎｇ　Ｈａｒｂｏｒ，　ＮＹ；またはＷｉｎｎａｃｋｅｒ　″Ｇｅｎｅ　ｕｎｄ　Ｋ
ｌｏｎｅ″，　ＶＣＨ　Ｗｅｉｎｈｅｉｍ　２ｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ　１９９６またはＣ
ｈｒｉｓｔｏｕ，　″Ｔｒｅｎｄｓ　ｉｎ　Ｐｌａｎｔ　Ｓｃｉｅｎｃｅ″　１　（１９
９６）４２３－４３１参照）。
【０１０１】
　そのような組換え操作を実施するため、ＤＮＡ配列の組換えによって突然変異誘発また
は配列変更を可能とする核酸分子を、プラスミドに導入することができる。例えば、上記
の標準的な方法によって、塩基交換を行うことができ、部分配列を除去することができ、
または自然もしくは合成配列を加えることができる。ＤＮＡ断片を互いに連結させるため
、アダプターまたはリンカーをそれらの断片に付加することができる。
【０１０２】
　例えば、コサプレッション効果を達成するために少なくとも一つの相当するアンチセン
スＲＮＡ、センスＲＮＡを発現させることで、または上記の遺伝子産物の転写物を特異的
に開裂させる少なくとも一つの好適に構築されたリボザイムを発現させることで、遺伝子
産物の活性が低下した植物細胞の発生を行うことができる。
【０１０３】
　このために、存在しても良いフランキング配列を含む遺伝子産物の全コード配列を包含
するＤＮＳ分子、およびコード配列の部分のみを包含するＤＮＡ分子も使用することがで
き、これらの部分は細胞におけるアンチセンス効果を有するのに十分な長さのものである
必要がある。遺伝子産物のコード配列に対する高度の相同性を有しているが、それらと完
全に同一ではないＤＮＡ配列の使用も可能である。
【０１０４】
　植物で核酸分子を発現させる場合、合成されたタンパク質が植物細胞のいずれか望まし
い区画に局在させることができる。しかしながら、特定の区画での局在化を達成するため
、例えば、コード領域を特定の区画での局在化を行うＤＮＡ配列と連結させることが可能
である。そのような配列は、当業者には公知である（例えば、Ｂｒａｕｎ　ｅｔ　ａｌ．
，　ＥＭＢＯ　Ｊ．　１１（１９９２），　３２１９－３２２７；Ｗｏｌｔｅｒ　ｅｔ　
ａｌ．，　ＰＲｏｃ．　Ｎａｔｌ．　Ａｃａｄ．　Ｓｃｉ．　ＵＳＡ　８５（１９８８）
，　８４６－８５０；Ｓｏｎｎｅｗａｌｄ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｐｌａｎｔ　Ｊ．　１（１
９９１），　９５－１０６参照）。
【０１０５】
　トランスジェニック植物細胞を公知の技術によって再生して、植物全体を発生させるこ
とができる。従って、相同（＝自然）遺伝子もしくは遺伝子配列の過剰発現、抑制もしく
は阻害または異種（＝外来）遺伝子もしくは遺伝子配列の発現によって特性が変わったト
ランスジェニックテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、好ましくはサトウダイ
コン植物を得ることができる。
【０１０６】
　本発明はさらに、群（Ａ）、（Ｂ）および／または（Ｃ）に属する１以上のＡＬＳ阻害
薬系除草剤を植物（例えば、単子葉もしくは双子葉雑草または望ましくない作物植物など
の有害植物）、種子（塊茎または苗条の部分などの種子もしくは栄養繁殖器官）または植
物が成長する区域（例えば、栽培が行われている区域）に、例えば一緒にまたは別個に施
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用することを含む、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、好ましくはサトウダ
イコンにおける望ましくない植生を防除するための方法を提供する。
【０１０７】
　本発明はさらに、群（Ａ）、（Ｂ）および／または（Ｃ）に属する１以上のＡＬＳ阻害
薬系除草剤を単独でまたは本発明による分類（Ｄ）に属する非ＡＬＳ阻害薬系除草剤と組
み合わせて、植物（例えば、単子葉もしくは双子葉雑草または望ましくない作物植物など
の有害植物）、種子（塊茎もしくは苗条部分などの種子もしくは栄養繁殖器官）または植
物が成長する区域（例えば、栽培を行っている区域）に、例えば一緒にまたは別個に施用
することを含む、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、好ましくはサトウダイ
コンにおける望ましくない植生を防除する方法を提供する。１以上の非ＡＬＳ阻害薬系除
草剤を、１以上のＡＬＳ阻害薬系除草剤と組み合わせて、ＡＬＳ阻害薬系除草剤の前、後
または同時に、植物、種子または植物が成長する区域（例えば、栽培が行われている区域
）に施用することができる。
【０１０８】
　「望ましくない植物」または「望ましくない植生」は、望ましくない場所で成長する全
ての植物を意味するものと理解すべきである。これは、例えば、有害植物（例えば、単子
葉もしくは双子葉雑草または望ましくない作物植物）であることができる。
【０１０９】
　添付の配列（配列番号１から８）
　　配列番号１および７は、サトウダイコンの野生型核酸配列を表す。
【０１１０】
　　配列番号２および８は、それぞれ配列番号１および７によってコードされたＡＬＳタ
ンパク質配列を表す。
【０１１１】
　　配列番号３は、Ｔｒｐ→Ｌｅｕ突然変異を含むサトウダイコンＡＬＳタンパク質をコ
ードする変異ＡＬＳ遺伝子の核酸配列を表す。
【０１１２】
　　配列番号４は、核酸配列配列番号３によってコードされた５６９位でのＴｒｐ→Ｌｅ
ｕ変異ＡＬＳタンパク質を表す。
【０１１３】
　　配列番号５は、Ｐｒｏ→Ｓｅｒ突然変異を含むサトウダイコンＡＬＳタンパク質をコ
ードする変異ＡＬＳ遺伝子の核酸配列を表す。
【０１１４】
　　配列番号６は、核酸配列配列番号５によってコードされた１８８位でのＰｒｏ→Ｓｅ
ｒ変異ＡＬＳタンパク質を表す。
【０１１５】
　好ましくは、本発明の文脈で使用されるテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物
、好ましくはサトウダイコン植物のＡＬＳ遺伝子（の一つの対立遺伝子）は、配列番号３
または配列番号５に相当する。
【０１１６】
　好ましくは、本発明の文脈で使用されるテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物
、好ましくはサトウダイコン植物は、配列番号３（一つの対立遺伝子中）および／または
配列番号５（第２の対立遺伝子中）を含み、より好ましくは、本発明の文脈で使用される
テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、好ましくはサトウダイコン植物は、一つ
の対立遺伝子に配列番号３を有し、第２の対立遺伝子に配列番号５を有する。
【０１１７】
　あるいは、本発明の文脈で使用されるテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、
好ましくはサトウダイコン植物は、配列番号３（または配列番号４）および／または配列
番号５（または配列番号６）を含む。
【０１１８】
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　あるいは、本発明の文脈で使用されるテンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物、
好ましくはサトウダイコン植物は、配列番号３（一つの対立遺伝子中）および配列番号１
もしくは配列番号７のいずれか（第２の対立遺伝子中）を含む。
【０１１９】
　そのような変異サトウダイコン植物は、スルホニル尿素（例えば、ホラムスルフロン）
などの使用される一つまたはいくつかのＡＬＳ阻害剤に対して、そして有利にはさらに、
好ましくはヨードスルフロン、アミドスルフロンおよびチエンカルバゾン－メチルからな
る群から選択される他のＡＬＳ阻害剤に対して抵抗性である。
【０１２０】
　本発明による好ましい実施形態は、前記テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）植物
がＮＣＩＭＢ４２０５０という名称の寄託物に相当する、本発明（前記で定義）による使
用および相当する方法（前記で定義）に関するものである。
【０１２１】
　本発明に従って使用される除草剤組み合わせは、公知の方法によって、例えば、適切で
あれば、さらなる活性化合物、添加剤および／または一般的な製剤補助剤を含む個々の成
分の混合製剤として製造することができ、次のその組み合わせを慣例の方法で水で希釈し
て、または別個に製剤もしくは部分的に別個に製剤した成分の水による共同希釈によって
タンクミックスとして施用する。別個に製剤されたまたは部分的に別個に製剤された個々
の成分の分割施用も可能である。
【０１２２】
　ＡＬＳ阻害薬系除草剤またはＡＬＳ阻害薬系除草剤および非ＡＬＳ阻害薬系除草剤を含
む組み合わせを、複数回に分けて（順次施用）、例えば発芽前施用とその後の発芽後施用
を用い、または早期発芽後施用とその後の中期もしくは後期発芽後施用を用いて施用する
ことも可能である。ここで好ましいものは、対象となる組み合わせの活性化合物の共同ま
たはほぼ同時施用である。
【０１２３】
　上記で定義の群（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および（Ｄ）のいずれかに属し、本発明に従っ
て施用される除草剤は、併用でまたは別々に、液剤、乳濁液、懸濁液、散剤、泡剤、ペー
スト、粒剤、エアロゾル、活性化合物含浸天然および合成材料、およびポリマー材料中の
マイクロカプセルなどの一般的な製剤に変換することができる。製剤は一般的な補助剤お
よび添加剤を含んでもよい。
【０１２４】
　これらの製剤は公知の方法、例えば、活性化合物を展着剤、すなわち、液体溶媒、加圧
液化ガスおよび／または固体担体と、適切であれば、界面活性剤、即ち、乳化剤および／
または分散剤、および／または発泡剤の使用により混合することにより製造される。
【０１２５】
　使用される増量剤が水である場合、例えば、補助溶媒として有機溶媒を用いることも可
能である。実質的に、好適な液体溶媒は、キシレン、トルエン、アルキルナフタレン類な
どの芳香族化合物、またはクロロベンゼン類、クロロエチレン類または塩化メチレンなど
の塩素化芳香族化合物または塩素化脂肪族炭化水素基、シクロヘキサンまたはパラフィン
類などの脂肪族炭化水素基、例えば鉱油留分、鉱油および植物油、ブタノールもしくはグ
リコールなどのアルコール類およびそれらのエーテル類およびエステル類、アセトン、メ
チルエチルケトン、メチルイソブチルケトンもしくはシクロヘキサノンなどのケトン類、
ジメチルホルムアミドもしくはジメチルスルホキシドなどの強極性溶媒および水である。
【０１２６】
　好適な固体担体としては、例えば、アンモニウム塩、およびカオリン、粘土、タルク、
チョーク、石英、アタパルガイト、モンモリロナイトまたは珪藻土などの粉砕天然鉱物、
および微粉砕シリカ、アルミナおよびシリケートなどの粉砕合成鉱物があり、粒剤用の好
適な固体担体としては、例えば、方解石、大理石、軽石、海泡石および白雲石などの粉砕
および分別された天然岩石があり、そしてまた、無機および有機の粗びき粉末の合成顆粒
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、およびのこ屑、ココナツ殻、トウモロコシ穂軸およびタバコ茎などの有機材料の顆粒が
あり、好適な乳化剤および／または発泡剤としては、例えば、ポリオキシエチレン脂肪酸
エステル、ポリオキシエチレン脂肪族アルコールエーテル、例えば、アルキルアリールポ
リグリコールエーテル、アルキルスルホネート、アルキルスルフェート、アリールスルホ
ネートなどのノニオン性およびアニオン性の乳化剤、さらにはタンパク質加水分解物もあ
り、好適な分散剤としては、例えば、リグニン亜硫酸塩廃液およびメチルセルロースがあ
る。
【０１２７】
　カルボキシメチルセルロースならびにアラビアゴム、ポリビニルアルコールおよびポリ
酢酸ビニルなどの粉末、顆粒またはラテックス形態の天然および合成高分子などの粘着性
付与剤、さらにはセファリンおよびレシチンなどの天然リン脂質および合成リン脂質を製
剤に使用することができる。他の可能な添加剤としては鉱物油および植物油がある。
【０１２８】
　本発明に従って使用される除草剤の組み合わせの除草作用は、例えば、界面活性剤によ
り、好ましくは脂肪族アルコールポリグリコールエーテルの群からの湿展剤により改善す
ることができる。脂肪族アルコールポリグリコールエーテルは、好ましくは、脂肪族アル
コール基において１０から１８個の炭素原子、ポリグリコールエーテル部分において２か
ら２０個のエチレンオキシド単位を含む。脂肪族アルコールポリグリコールエーテルは、
ノニオン型、またはイオン型、例えば、脂肪族アルコールポリグリコールエーテル硫酸塩
の形態で存在してもよく、それらは例えばＣ１２／Ｃ１４－脂肪族アルコールジグリコー
ルエーテル硫酸ナトリウム塩（Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）ＬＲＯ、Ｃｌａｒｉａｎｔ社
製）などのアルカリ金属塩（例えば、ナトリウム塩もしくはカリウム塩）またはアンモニ
ウム塩として、またはマグネシウム塩などのアルカリ土類金属塩としても使用することが
できる。例えば、ＥＰ－Ａ－０４７６５５５、ＥＰ－Ａ－００４８４３６、ＥＰ－Ａ－０
３３６１５１またはＵＳ－Ａ－４４００１９６、さらにはＰｒｏｃ．　ＥＷＲＳ　Ｓｙｍ
ｐ，″Ｆａｃｔｏｒｓ　Ａｆｆｅｃｔｉｎｇ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄａｌ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ
　ａｎｄ　Ｓｅｌｅｃｔｉｖｉｔｙ″，　２２７　－　２３２　（１９８８）を参照する
。ノニオン性脂肪族アルコールポリグリコールエーテルとしては、例えば、２から２０個
、好ましくは３から１５個のエチレンオキシド単位を含む（Ｃ１０－Ｃ１８）－、好まし
くは（Ｃ１０－Ｃ１４）－脂肪族アルコールポリグリコールエーテル（例えば、イソトリ
デシルアルコールポリグリコールエーテル）、例えば、Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）Ｘ－
０３０、Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）Ｘ－０６０、Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）Ｘ－０８
０またはＧｅｎａｐｏｌ（登録商標）Ｘ－１５０（全てはＣｌａｒｉａｎｔ社製である）
などのＧｅｎａｐｏｌ（登録商標）Ｘ－シリーズのものがある。
【０１２９】
　本発明はさらに、本発明による群（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）のいずれかに属するＡＬ
Ｓ阻害薬系除草剤の、好ましくは脂肪族アルコール基中に１０から１８個の炭素原子およ
びポリグリコールエーテル部分に２から２０個のエチレンオキシド単位を含み、そしてノ
ニオン型またはイオン型（例えば、脂肪族アルコールポリグリコールエーテル硫酸塩）で
存在していても良い脂肪族アルコールポリグリコールエーテルからの上記の湿展剤との組
み合わせも含む。Ｃ１２／Ｃ１４－脂肪族アルコールポリグリコールエーテル硫酸ナトリ
ウム塩（Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）ＬＲＯ、Ｃｌａｒｉａｎｔ社製）および３から１５
個のエチレンオキシド単位を有するイソトリデシルアルコールポリグリコールエーテル、
例えば、Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）Ｘ－０３０、Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）Ｘ－０６
０、Ｇｅｎａｐｏｌ（登録商標）Ｘ－０８０およびＧｅｎａｐｏｌ（登録商標）Ｘ－１５
０　（全てはＣｌａｒｉａｎｔ社製）などのＧｅｎａｐｏｌ（登録商標）Ｘ－シリーズが
好ましい。さらに、ノニオン系もしくはイオン系脂肪族アルコールポリグリコールエーテ
ル類（例えば脂肪族アルコールポリグリコールエーテルサルフェート）などの脂肪族アル
コールポリグリコールエーテル類も、多くの他の除草剤に対する浸透剤および活性促進剤
として用いるのに好適であることが知られている（例えば、ＥＰ－Ａ－０５０２０１４参



(48) JP 2018-135366 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

照）。
【０１３０】
　さらに、ノニオン性またはイオン性の脂肪族アルコールポリグリコールエーテル（例え
ば、脂肪族アルコールポリグリコールエーテル硫酸塩）などの脂肪族アルコールポリグリ
コールエーテルは、多くの他の除草剤についての浸透剤および活性強化剤としての使用に
好適でもあることが知られている（例えば：ＥＰ－Ａ－０５０２０１４を参照）。
【０１３１】
　本発明による除草剤の組み合わせの除草作用はまた、植物油を用いることで強化され得
る。植物油という用語は、大豆油、菜種油、トウモロコシ油、ヒマワリ油、綿実油、亜麻
仁油、ココナツ油、椰子油、アザミ油またはヒマシ油、特に菜種油などの油性植物種の油
、そしてまた、菜種油メチルエステルまたは菜種油エチルエステルなどのエステル交換生
成物、例えばアルキルエステルを意味するものと理解すべきである。
【０１３２】
　植物油は、好ましくはＣ１０－Ｃ２２、好ましくはＣ１２－Ｃ２０の脂肪酸エステルで
ある。Ｃ１０－Ｃ２２の脂肪酸エステルは、例えば、不飽和または飽和のＣ１０－Ｃ２２

の脂肪酸のエステルであり、特には偶数の炭素原子数を有するもの、例えば、エルカ酸、
ラウリン酸、パルミチン酸、特にステアリン酸、オレイン酸、リノール酸またはリノレン
酸などのＣ１８脂肪酸のエステルである。
【０１３３】
　Ｃ１０－Ｃ２２脂肪酸エステルの例は、グリセロールまたはグリコールと、例えば、油
性植物種の油に含まれるＣ１０－Ｃ２２脂肪酸との反応により得られるエステル、または
、例えば、前述のグリセロールまたはグリコール－Ｃ１０－Ｃ２２脂肪酸エステルのＣ１

－Ｃ２０アルコール（例えば、メタノール、エタノール、プロパノールまたはブタノール
）とのエステル交換反応により得ることができるＣ１－Ｃ２０アルキル－Ｃ1１０－Ｃ２

２脂肪酸エステルである。エステル交換反応は、例えば、Ｒｏｍｐｐ　Ｃｈｅｍｉｅ　Ｌ
ｅｘｉｋｏｎ，　９ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，　Ｖｏｌｕｍｅ　２，　ｐａｇｅ　１３４３
，　Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖｅｒｌａｇ　Ｓｔｕｔｔｇａｒｔに記載の公知の方法で実施するこ
とができる。
【０１３４】
　好ましいＣ１－Ｃ２０－アルキル－Ｃ１０－Ｃ２２－脂肪酸エステルは、メチルエステ
ル、エチルエステル、プロピルエステル、ブチルエステル、２－エチルヘキシルエステル
およびドデシルエステルである。好ましいグリコールおよびグリセロール－Ｃ１０－Ｃ２

２脂肪酸エステルは、均一なまたは混合したＣ１０－Ｃ２２脂肪酸、特に偶数の炭素原子
を有する脂肪酸、例えば、エルカ酸、ラウリン酸、パルミチン酸、特に、ステアリン酸、
オレイン酸、リノール酸またはリノレン酸のようなＣ１８－脂肪酸のグリコールエステル
およびグリセロールエステルである。
【０１３５】
　本発明に従って使用される除草剤組成物において、植物油は、例えば市販の油含有製剤
添加剤、特にＨａｓｔｅｎ（登録商標）（Ｖｉｃｔｏｒｉａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙ，　Ａｕｓｔｒａｌｉａ、以後Ｈａｓｔｅｎと呼ぶ。主成分：菜種油エチルエ
ステル）、Ａｃｔｉｒｏｂ（登録商標）Ｂ（Ｎｏｖａｎｃｅ，　Ｆｒａｎｃｅ、以後Ａｃ
ｔｉｒｏｂＢと呼ぶ。主成分：菜種油メチルエステル）；Ｒａｋｏ－Ｂｉｎｏｌ（登録商
標）（Ｂａｙｅｒ　ＡＧ，　Ｇｅｒｍａｎｙ、以後Ｒａｋｏ－Ｂｉｎｏｌと呼ぶ。主成分
：菜種油）；Ｒｅｎｏｌ（登録商標）（Ｓｔｅｆｅｓ，　Ｇｅｒｍａｎｙ、以後Ｒｅｎｏ
ｌと呼ぶ。植物油成分：菜種油メチルエステル）；またはＳｔｅｆｅｓ　Ｍｅｒｏ（登録
商標）（Ｓｔｅｆｅｓ，　Ｇｅｒｍａｎｙ、以後Ｍｅｒｏと呼ぶ。主成分：菜種油メチル
エステル）などの菜種油に基づく添加剤の形態で存在することができる。
【０１３６】
　さらに別の実施形態において、本発明に従って使用される除草剤組み合わせは、菜種油
など上記に記載した植物油と、好ましくは市販の油含有添加剤の形態での植物油と、特に
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　Ｈａｓｔｅｎ（登録商標）（Ｖｉｃｔｏｒｉａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ
，Ａｕｓｔｒａｌｉａ，以後Ｈａｓｔｅｎと呼ぶ。主成分：菜種油エチルエステル）；Ａ
ｃｔｉｒｏｂ（登録商標）Ｂ（Ｎｏｖａｎｃｅ，　Ｆｒａｎｃｅ、以後ＡｃｔｉｒｏｂＢ
と呼ぶ。主成分：菜種油メチルエステル）；Ｒａｋｏ－Ｂｉｎｏｌ（登録商標）（Ｂａｙ
ｅｒ　ＡＧ，　Ｇｅｒｍａｎｙ、以後Ｒａｋｏ－Ｂｉｎｏｌと呼ぶ。主成分：菜種油）；
　Ｒｅｎｏｌ（登録商標）（Ｓｔｅｆｅｓ，　Ｇｅｒｍａｎｙ、以後Ｒｅｎｏｌと呼ぶ。
植物油成分：菜種油メチルエステル）；またはＳｔｅｆｅｓ　Ｍｅｒｏ（登録商標）（Ｓ
ｔｅｆｅｓ，　Ｇｅｒｍａｎｙ、以後Ｍｅｒｏとよぶ。主成分：菜種油メチルエステル）
などの菜種油に基づく添加剤とで製剤することができる。
【０１３７】
　例えば、酸化鉄、酸化チタン、プルシアンブルーなどの無機顔料、およびアリザリン色
素、アゾ色素および金属フタロシアニン色素などの有機色素、および鉄、マンガン、ホウ
素、銅、コバルト、モリブデンおよび亜鉛の塩などの微量栄養素を使用することが可能で
ある。
【０１３８】
　本発明に従って使用される製剤は、０．１から９５重量％の、好ましくは０．５から９
０重量％の活性化合物を含む。
【０１３９】
　それ自体でまたは製剤の形態で、上記で定義の群（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）のいずれ
かに属するＡＬＳ阻害薬系除草剤は、既知非ＡＬＳ阻害薬系除草剤など他の農芸化学活性
化合物との混合物として、不要植生を防除するために、例えば雑草を防除するためまたは
不要作物を防除するために使用することもでき、例えば、最終製剤またはタンクミックス
も可能である。
【０１４０】
　上記で定義の群（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）のいずれかに属するＡＬＳ阻害薬系除草剤
の殺菌剤、殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、薬剤軽減剤、鳥類忌避剤、植物栄養素および土
壌構造改善剤などの、他の既知活性化合物との混合物の使用も同様に可能である。
【０１４１】
　上記で定義の群（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）のいずれかに属するＡＬＳ阻害薬系除草剤
は、それ自体で、それらの製剤の形態で、または即時使用液剤、懸濁液、乳濁液、散剤、
ペーストおよび粒剤など、さらなる希釈によりそれから調製される使用形態で使用するこ
とができる。施用は、例えば散水、噴霧、微粒化、散布により常法で行われる。
【０１４２】
　本発明によれば、上記で定義の群（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）のいずれかに属するＡＬ
Ｓ阻害薬系除草剤の１以上を、単独で、または群（Ｄ）に属する１以上の非ＡＬＳ阻害薬
系除草剤と組み合わせて、植物（例えば、単子葉植物または双子葉植物雑草または不要作
物などの有害植物）に、種子（例えば、穀粒、種子または塊茎もしくは芽のある若芽部分
などの栄養繁殖器官）に、または耕作区域（例えば、土壌）、好ましくは緑色植物および
植物の部分に、そして適切な場合は、更に土壌に施用することができる。一つの可能な使
用は、タンクミックスの形態での活性化合物の併用施用であり、その場合、個々の活性化
合物の至適に製剤された濃厚製剤を、タンク内で水と混合し、そして得られた噴霧液を施
用する。
【０１４３】
　生物例
　本発明の文脈で使用されるＡＬＳ阻害剤耐性テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）
植物を得るための選択
　下記で開示の全ての生物例で使用した個々のＡＬＳ阻害薬系除草剤耐性テンサイ（Ｂｅ
ｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）突然変異体およびそれらの子孫の作製、選択および繁殖につい
ては、欧州特許庁に２０１２年１２月１３日出願された発明の名称「除草剤抵抗性サトウ
ダイコン植物の開発方法」の欧州特許出願１２１９６８５８．０（Ｂａｙｅｒ　Ｃｒｏｐ
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Ｓｃｉｅｎｃｅ　ＡＧが共同出願人である。）に詳細に記載されている。従って、そのよ
うなＡＬＳ阻害薬系除草剤耐性テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）突然変異体、特
別には５６９位にトリプトファンと異なるアミノ酸および１８８位にプロリンと異なるア
ミノ酸を含むＡＬＳポリペプチドをコードする内在性ＡＬＳ遺伝子に突然変異を含むサト
ウダイコン突然変異体の製造に関するこれら個々の技術については、本明細書ではごく簡
単に説明し、上記引用の欧州特許出願１２１９６８５８．０の内容全体が参照される。
【０１４４】
　本発明の文脈で使用される１以上のアセトヒドロキシ酸合成酵素酵素（ＡＬＳ）阻害剤
に対して抵抗性であるサトウダイコン突然変異体の好適な製造方法は好ましくは、
　－サトウダイコン植物から単離された気孔孔辺細胞からプロトプラストを得る段階；
　－前記プロトプラストのイン・ビトロ培養物に、そのイン・ビトロ培養細胞の９９．９
％強に致死的な濃度（それでもなお、一部の突然変異体は逃れることができる。）で１以
上のＡＬＳ阻害剤を含む組成物を施用する段階；および
　－前記イン・ビトロ培養細胞の生存細胞からサトウダイコン植物を再生する段階
を有し、
　前記気孔孔辺細胞プロトプラストをサトウダイコン植物に再生する能力について前選択
し、および／または前記ＡＬＳ阻害剤は２００００００を超える前記プロトプラストに施
用し、当該方法は好ましくは、異なる遺伝子型のサトウダイコン植物から気孔孔辺細胞プ
ロトプラストを単離する下位段階および各遺伝子型について、前記プロトプラストを培地
に入れた時に成長する前記プロトプラストの割合を測定する下位段階を含む。
【０１４５】
　特に、この方法には、異種ＤＮＡの使用および／またはＡＬＳ阻害剤に対する抵抗性を
与えることがすでに知られている遺伝子要素をコードするＤＮＡベクターの導入が関与し
ないことから、この方法は除草剤に対する抵抗性を生じさせる突然変異を発達させた植物
を開発する上で非常に有用であると言うことができる。
【０１４６】
　実施例１：良好に再生するプロトプラストのためのサトウダイコン遺伝子型（系統）の
選択
　野生型サトウダイコンからの外植片であるカルスにＡＬＳ除草剤を加えることで、当業
界では変異サトウダイコンの発生に成功している（例えば、ＷＯ９８／０２５２７）こと
から、最初にＷＯ９８／０２５２７の系統由来のサトウダイコン遺伝子型（系統）を選択
し、それの気孔孔辺細胞からのプロトプラストをそれから単離した。数百万個のこれらプ
ロトプラストをＷＯ９５／１０１７８に記載の方法に従って単離し、アルギン酸を含む培
地に置き、１０－９から１０－６ｍｏｌ／Ｌホラムスルフロンを含有するＭＳ培地で処理
した。
【０１４７】
　ＷＯ９８／０２５２７およびＷＯ９５／１０１７８に記載の手法を用いることで、いく
つかのサトウダイコン植物遺伝子型を、気孔孔辺細胞プロトプラストからの再生能力につ
いて比較した。結果として、遺伝子型は、イン・ビトロで成長することができる気孔孔辺
細胞プロトプラストの０．２５％を超えるものから選択した。
【０１４８】
　実施例２：プロトプラストの除草剤処理
　次に、良好に成長する気孔孔辺細胞プロトプラスト（実施例１；成長する気孔孔辺細胞
プロトプラストを高い割合で有する他のサトウダイコン植物で確認）に依存した以外は、
ＷＯ９８／０２５２７およびＷＯ９５／１０１７８に記載のものと同じ手法を用いた。
【０１４９】
　約６８００万の良好に成長する気孔孔辺細胞プロトプラストを、１０－６Ｍまでのホラ
ムスルフロンを含むＡＬＳ除草剤組成物で処理することで、合計４６のカルスを得た。
【０１５０】
　一つの再生植物は、ＡＬＳ遺伝子に突然変異を示し、５６９位のトリプトファンについ



(51) JP 2018-135366 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

てのコドンでの突然変異であった（シロイヌナズナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌ
ｉａｎａ）における５７４位のトリプトファンに相当）。この突然変異体のＡＬＳ遺伝子
の二つの対立遺伝子が、配列番号３および配列番号７によってコードされている。他の成
長したカルスの配列決定を行ったところ、ＡＬＳ遺伝子に突然変異を有しているが（他の
位置での突然変異を含む）、再生して植物とはならなかった。
【０１５１】
　内在性サトウダイコンＡＬＳ遺伝子によってコードされたＡＬＳタンパク質の５６９位
でのトリプトファンからロイシンの突然変異および１８８位でのプロリンからセリンの突
然変異を含む取得種子が、番号ＮＣＩＭＢ４２０５０という名称でＮＣＩＭＢ，　Ａｂｅ
ｒｄｅｅｎ，　ＵＫに寄託されている（Ｂａｙｅｒ　ＣｒｏｐＳｃｉｅｎｃｅ　ＡＧが共
同寄託者である。）。
【０１５２】
　実施例３：サトウダイコンのＡＬＳ阻害剤処理
　変異配列番号３（この突然変異については異種接合体）を有する再生サトウダイコン植
物および野生型サトウダイコン市販品種の挙動を比較した。
【０１５３】
　（異種接合体）変異品種は、除草剤を有機化合物（２５ｇ／ｈａ菜種油メチルエステル
）と組み合わせて、それの効果を促進した場合であっても、ホラムスルフロン（１２．５
ｇ／ｈａ；３回以下の施用）に対する良好な抵抗性を示した。
【０１５４】
　予想通り、野生型植物は、初回施用後であってもホラムスルフロンに対して非常に感受
性である。
【０１５５】
　同じ実験をアミドスルフロン（１５ｇ／ｈａ）を用いて実施し、変異植物において同レ
ベルの抵抗性を生じた。
【０１５６】
　他方、野生型植物は、特に、有機化合物と食い合わせた場合、および／またはアミドス
ルフロンを数回施用した後には、アミドスルフロンに対して非常に感受性であった。
【０１５７】
　ヨードスルフロン（３．５ｇ／ｈａ）を用いて同じ実験を行ったところ、ヨードスルフ
ロンを加えた時に変異植物に良好なレベルの抵抗性が示されたが、ヨードスルフロンを前
記有機化合物とともに施用した場合には．この抵抗性は低下した。
【０１５８】
　予想通り、野生型植物は、１回の施用後であって、有機化合物を用いない場合であって
も、ヨードスルフロンに対して非常に感受性であった。
【０１５９】
　７．５ｇ／ｈａチエンカルバゾン－メチルを用いて同じ実験を行ったところ、変異植物
においてヨードスルフロンの場合とほぼ同レベルの抵抗性が生じた。
【０１６０】
　野生型植物は、有機化合物の添加とは無関係に、全ての試験濃度でチエンカルバゾン－
メチルに対して非常に感受性であった。
【０１６１】
　野生型と比較することで、配列番号３を含む変異サトウダイコン植物（ブダペスト条約
ＮＣＩＭＢ４２０５１下で寄託）は、ホラムスルフロンに対して最も良好な抵抗性を提供
すると結論付けることができる。
【０１６２】
　さらに、この（異種接合体）変異植物は、他のＡＬＳ阻害剤に対する、例えば他の化学
分類に属する阻害剤に対するさらなる若干の（部分的ではあるが）抵抗性を獲得したとも
結論付けることができる。
【０１６３】
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　実施例４：ＡＬＳ遺伝子にさらなる突然変異を有するサトウダイコンのＡＬＳ阻害剤処
理
　次に、配列番号３および配列番号５（二つの異なる対立遺伝子上）を含む変異サトウダ
イコン植物を開発した。そのような得られた二重突然変異体は、ＮＣＩＭＢ４２０５０と
いう名称でブダペスト条約下で寄託されている。配列番号３および配列番号５の両方を含
む植物は、例えば単一突然変異体ＮＣＩＭＢ４２０５１に適用される後段の突然変異誘発
段階などのいくつかの技術に基づくことで発生させることができる。
【０１６４】
　次に、この二重変異体植物（アミノ酸５６９での一方の対立遺伝子における突然変異お
よびアミノ酸１８８での他方の対立遺伝子の突然変異）の抵抗性を、単一変異体（５６９
位での突然変異）サトウダイコンと比較した。
【０１６５】
　二重変異体植物系は少なくとも、実施例３における全ての抵抗性の特徴を維持し、有機
化合物との組成物で施用された場合であっても、チエンカルバゾン－メチル処理に対して
、そしてアミドスルフロン処理に対しても良好な抵抗性を獲得していた（圃場施用で比較
可能）。
【０１６６】
　従って、この二重変異体植物は、（ＡＬＳ遺伝子の５６９位での）単一変異体植物に起
因する抵抗性と比較して、いくつかのＡＬＳ阻害剤に対して改善された相乗的抵抗性を示
す。
【０１６７】
　実施例５：温室試験：直接比較での各種サトウダイコンのＡＬＳ阻害剤処理
　本発明の文脈で使用される配列番号３および配列番号５（二つの異なる対立遺伝子上）
を含む変異サトウダイコン植物（上記の実施例４に記載、「系統Ａ」）を各種ＡＬＳ阻害
剤によって処理し、コードされたＡＬＳ酵素の５６９位のトリプトファンがロイシンによ
って置換されているサトウダイコン植物（「系統Ｂ」）、コードされたＡＬＳ酵素の１８
８位のプロリンがセリンによって置換されているＷＯ９８／０２５２７に記載のサトウダ
イコン植物（「系統Ｃ」）、および５６９および１８８に突然変異を持たない従来品種（
野生型）サトウダイコン植物（「系統ＷＴ」）と直接比較した。
【０１６８】
　前記四種類の異なるサトウダイコン植物の種子のいくつかの群を、温室で分けて播種し
、ＢＢＣＨモノグラフ″Ｇｒｏｗｔｈ　ｓｔａｇｅｓ　ｏｆ　ｍｏｎｏ－ａｎｄ　ｄｉｃ
ｏｔｙｌｅｄｏｎｏｕｓ　ｐｌａｎｔｓ″，　２ｎｄ　ｅｄｉｔｉｏｎ，　２００１，　
ｅｄ．　Ｕｗｅ　Ｍｅｉｅｒ、Ｆｅｄｅｒａｌ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃ
ｈ　Ｃｅｎｔｒｅ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ　ａｎｄ　Ｆｏｒｅｓｔｒｙ　（Ｂ
ｉｏｌｏｇｉｓｃｈｅ　Ｂｕｎｄｅｓａｎｓｔａｌｔ　ｆｕｒ　Ｌａｎｄ　ｕｎｄ　Ｆｏ
ｒｓｔｗｉｒｔｓｃｈａｆｔ）に従って、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）　Ｌ
．　ｓｓｐ．　ｖｕｌｇａｒｉｓにおける段階ＢＢＣＨ１４（すなわち、開いた葉４枚（
第２の対））まで成長させた。次に、得られたサトウダイコン植物の別個の群をそれぞれ
個別に、表１に示した量（ｇ／ｈａ）でＡＬＳ阻害剤（ＡＬＳ－ｉｎ）で処理した。
【０１６９】
　個々のＡＬＳ阻害剤の施用から第１４日に、サトウダイコン植物の各群における損傷（
すなわち、植物毒性）を、０％（すなわち、損傷なし、植物毒性なし）から１００％（す
なわち、植物が完全に枯死）の階層化スケールで評点した。植物の各群における平均評点
も表１に示してある。
【０１７０】
　表１：
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【０１７１】
　表１に示したデータによれば、「系統Ａ」のサトウダイコン植物が、各種ＡＬＳ阻害薬
系除草剤の施用に対して顕著に高い耐性を有していたことを明瞭に示すことができる。す
なわち、耐性が個々のＡＬＳ阻害薬系除草剤に対して示されているが、従来の品種、すな
わち野生型（「系統ＷＴ」）は同じ条件下で大きく損傷した。
【０１７２】
　さらに、チエンカルバゾン－メチルおよびホラムスルフロンを含む混合物で処理した後
に、各サトウダイコン植物の代表的な早期表現型を調べた。各系統の個々の早期表現型を
図１に示してある（図１）。
【０１７３】
　図１には、本発明の文脈で使用するのに好適なサトウダイコン植物（「系統Ａ」）が優
れたＡＬＳ阻害薬系除草剤抵抗性を示すことも示されている。すなわち、「系統Ｂ」、「
系統Ｃ」および「系統ＷＴ」の他の早期表現型と比較して、優れた成長および低い植物毒
性効果が認められた。
【図面の簡単な説明】
【０１７４】
【図１】図１は、「系統Ａ」、「系統Ｂ」、「系統Ｃ」および「系統ＷＴ」のサトウダイ
コン植物を、それぞれチエンカルバゾン－メチルおよびホラムスルフロンを含む混合物で
処理した際の早期表現型を示している。
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